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日
装
連
が
実
施
す
る
資

格
制
度
「
日
装
連
イ
ン
テ

リ
ア
デ
コ
レ
ー
タ
ー
資

格
」
が
、
令
和
６
年
３
月

19
日
付
け
に
て
、
厚
生
労

働
大
臣
が
認
め
る
「
社
内

検
定
認
定
資
格
」
に
正
式

に
認
定
さ
れ
た
。

　

さ
る
３
月
27
日
に
は
、

厚
生
労
働
省
官
房
審
議
官

室
に
て
認
定
式
が
執
り
行

わ
れ
、
小
坂
田
達
朗
理
事

長
、
日
装
連
Ｉ
Ｄ
・
教
育

資
格
委
員
会
の
竹
内
剛
担

当
副
理
事
長
、
大
石
伸
二

委
員
長
、
制
度
設
計
に
携

わ
っ
た
鎌
田
委
員
、
渡
邊

委
員
が
出
席
、
小
坂
田
理

事
長
が
代
表
し
て
認
定
証

を
受
け
取
っ
た
。

　
「
社
内
検
定
認
定
制
度
」

と
は
、
職
業
能
力
開
発
促

進
法
に
基
づ
き
企
業
や
団

体
等
が
そ
こ
で
働
く
労
働

者
を
対
象
に
自
主
的
に
行

っ
て
い
る
検
定
制
度
（
社

内
検
定
）
の
う
ち
、
一
定

の
基
準
を
満
た
し
、
技
能

振
興
上
奨
励
す
べ
き
で
あ

る
と
認
め
た
も
の
を
厚
生

労
働
大
臣
が
認
定
す
る
制

度
で
あ
る
。
認
定
さ
れ
る

と
、
社
内
検
定
認
定
制
度

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
、
厚
生
労
働
大
臣
お
墨

付
き
の
資
格
と
し
て
信
頼

性
が
よ
り
高
ま
る
こ
と
に

な
る
。

　
「
日
装
連
イ
ン
テ
リ
ア

デ
コ
レ
ー
タ
ー
制
度
」は
、

イ
ン
テ
リ
ア
工
事
に
お
け

る
企
画
設
計
力
と
施
工
管

理
能
力
、
顧
客
接
遇
力
の

向
上
を
目
的
に
、
前
身
で

あ
る
「
日
装
連
内
装
士
認

定
制
度
」
と
し
て
昭
和
57

年
に
日
装
連
が
創
設
し
た

資
格
で
あ
る
。

　

こ
の
資
格
の
信
頼
性
を

高
め
る
た
め
、
長
く
議
論

が
行
わ
れ
本
格
的
に
２
０

１
４
年
度
よ
り
日
装
連
Ｉ

Ｄ
・
教
育
資
格
委
員
会

（
当
時
は
内
装
士
・
教
育

資
格
委
員
会
）
を
中
心
に

社
内
検
定
化
を
進
め
て
き

た
。
厚
労
省
へ
の
申
請
以

前
の
議
論
か
ら
合
わ
せ
る

と
10
年
以
上
に
わ
た
り
資

格
制
度
の
改
変
、
試
験
内

容
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て

き
た
。
ま
た
２
０
１
８
年

度
に
は
名
称
を
「
日
装
連

イ
ン
テ
リ
ア
デ
コ
レ
ー
タ

ー
資
格
」
に
変
更
、
さ
ら

に
２
０
２
３
年
度
に
は
再

度
「
内
装
士
資
格
」
へ
と

名
称
を
戻
し
、
日
装
連
認

定
の
「
内
装
士
資
格
」
と

社
内
検
定
認
定
を
目
指
す

「
日
装
連
イ
ン
テ
リ
ア
デ

コ
レ
ー
タ
ー
資
格
」
の
両

輪
で
の
運
用
と
し
た
。
あ

ら
ゆ
る
改
革
を
実
施
し
、

紆
余
曲
折
を
経
て
よ
う
や

く
漕
ぎ
着
け
た
プ
レ
ト
ラ

イ
ア
ル
試
験
及
び
ト
ラ
イ

ア
ル
試
験
で
は
受
検
者
の

方
々
は
も
と
よ
り
、
多
く

の
方
々
の
ご
協
力
を
賜
り

実
施
さ
れ
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
が
実
を
結

「厚労省社内検定認定制度」に認定
日装連インテリアデコレーター資格

び
今
回
の
「
社
内
検
定
認

定
制
度
」認
定
に
至
っ
た
。

　

認
定
後
は
、新
た
に「
日

装
連
イ
ン
テ
リ
ア
デ
コ
レ

ー
タ
ー
社
内
検
定
」
と
し

て
検
定
試
験
を
実
施
、
建

築
関
連
知
識
等
の
学
科
試

験
と
顧
客
要
望
に
応
じ
た

内
観
パ
ー
ス
及
び
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の

作
成
、
工
事
見
積
書
や
工

程
表
の
作
成
等
の
実
技
試

験
で
技
能
を
計
る
。

　

今
回
、
準
国
家
資
格
と

も
言
え
る
社
内
検
定
化
を

実
現
し
た
こ
と
で
、
一
定

水
準
以
上
の
技
術
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
と
い
う

証
明
に
な
り
、
内
装
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
の
信
頼
性
向

上
に
つ
な
が
る
と
同
時

に
、
技
能
者
の
処
遇
改
善

に
も
期
待
が
で
き
る
。

　

日
装
連
で
は
、
２
０
２

４
年
度
よ
り
「
日
装
連
イ

ン
テ
リ
ア
デ
コ
レ
ー
タ
ー

社
内
検
定
」
を
全
国
で
行

う
予
定
で
あ
る
。
所
属
員

の
皆
様
の
積
極
的
な
受
検

に
期
待
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
併
せ
て
既
存
の

「
日
装
連
内
装
士
資
格
」

の
運
用
方
法
、
処
遇
に
つ

い
て
も
並
行
し
て
日
装
連

Ｉ
Ｄ
・
教
育
資
格
委
員
会

が
担
当
、
現
在
も
慎
重
に

議
論
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

同
委
員
会
の
大
石
委
員

長
か
ら
は
「
正
式
な
発
表

ま
で
い
ま
し
ば
ら
く
お
待

ち
い
た
だ
き
、
１
日
も
早

く
正
式
な
報
告
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
出
さ
れ

て
い
る
。

認定証を受け取る小坂田理事長

認定式

トライアル試験風景
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日
装
連
は
、
３
月
15
日

13
時
よ
り
日
装
連
会
議
室

に
お
い
て
常
任
理
事
会
を

開
催
し
た
。

　

ま
ず
冒
頭
、
小
坂
田
理

事
長
よ
り
挨
拶
が
行
わ
れ
、

会
議
次
第
に
則
り
討
議
が

な
さ
れ
た
。

報
告
事
項

①
３
月
15
日
時
点
で
の
各

種
ラ
ベ
ル
の
支
給
実
績
に

つ
い
て

　

前
年
同
月
比
で
防
炎
ラ

ベ
ル
が
96
・
８
％
、
敷
物

ラ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
１
０
０
・
６
％
と
な

っ
て
お
り
、
年
度
最
終
月

と
な
る
３
月
途
中
で
は
あ

る
も
の
の
、
お
お
よ
そ
前

年
対
比
１
０
０
％
で
着
地

す
る
予
測
が
述
べ
ら
れ

た
。
続
い
て
壁
装
ラ
ベ
ル

は
前
年
同
月
比
１
０
５
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
前
年

度
を
現
時
点
で
上
回
っ
て

い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

た
。
し
た
が
っ
て
全
ラ
ベ

ル
合
計
は
前
年
同
月
比
１

０
０
・
１
％
と
な
り
、
３

月
を
残
り
半
分
残
し
て
は

い
る
も
の
の
、
前
年
度
を

多
少
超
え
る
結
果
に
落
ち

着
く
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
前
の
２
０

１
９
年
度
と
の
比
較
が
参

考
と
し
て
報
告
さ
れ
、
前

年
同
月
比
で
防
炎
ラ
ベ

ル
87
・
４
％
、
敷
物
ラ
ベ

ル
72
・
９
％
、
壁
装
ラ
ベ

ル
82
・
７
％
、
全
ラ
ベ
ル

合
計
で
84
・
６
％
と
な
り
、

コ
ロ
ナ
前
の
水
準
に
は
依

然
と
し
て
大
き
く
届
い
て

い
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

②
各
委
員
会
報
告
に
つ
い

て・
総
務
委
員
会
＝
継
続
事

業
と
し
て
進
め
て
い
る
技

能
検
定
実
施
状
況
の
実
態

調
査
に
つ
い
て
、
４
月
開

催
の
委
員
会
に
て
詳
し
く

分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
く

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
併

せ
て
今
年
度
の
事
業
報
告

及
び
次
年
度
の
事
業
計
画

の
承
認
を
行
う
予
定
と
な

っ
て
い
る
と
し
た
。

・
防
炎・
施
工
管
理
委
員

会
＝
防
炎
及
び
防
火
壁
装

講
習
会
の
た
め
の
講
師
養

成
講
習
会
の
準
備
状
況
に

つ
い
て
講
師
と
の
日
程
調

整
、
講
習
内
容
に
つ
い
て

調
整
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
実
施
日
の
決
定

に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
引
き
続
き

調
整
を
行
い
、
少
し
で
も

早
い
実
施
へ
向
け
壁
装
施

工
団
体
協
議
会
の
加
入
団

体
と
の
調
整
も
含
め
て
進

め
て
い
く
と
し
た
。

・
情
報・
流
通
委
員
会
＝

昨
日
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
日
装
連
新
聞
３
月
号

の
内
容
に
つ
い
て
の
最
終

確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
合

わ
せ
て
新
年
度
に
向
け
、

４
月
号
か
ら
の
新
し
い
企

画
等
に
つ
い
て
議
論
が
お

こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

・
日
Ｉ
Ｄ・
教
育
資
格
委

員
会
＝
ま
ず
は
継
続
し
て

進
め
て
い
た「
日
装
連
イ

ン
テ
リ
ア
デ
コ
レ
ー
タ
ー

資
格
」
の
厚
労
大
臣
認
定

社
内
検
定
制
度
へ
の
認
定

に
つ
い
て
、
あ
る
一
定
の

成
果
を
も
っ
て
目
処
が
立

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
今
後
は
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
既
存
の
内
装
士

資
格
の
処
遇
に
つ
い
て
慎

重
に
議
論
を
深
め
て
い
く

と
し
た
。

・
青
年
部・
次
世
代
委
員

会
＝
４
月
開
催
の
委
員
会

に
先
駆
け
、
３
月
25
日
に

Ｗ
Ｇ
会
を
リ
モ
ー
ト
に
て

実
施
す
る
と
の
報
告
が
な

日
装
連
会
議
録

常
任
理
事
会
　	

３
月
15
日
開
催

日
Ｉ
Ｄ
資
格「
社
内
検
定
資
格
」に
認
定

「
全
国
青
年
部・次
世
代
代
表
者
会
議
」

実
施
に
向
け
て
議
論

さ
れ
た
。
Ｗ
Ｇ
会
で
は
今

年
度
の
委
員
会
報
告
及
び

次
年
度
の
事
業
計
画
に

つ
い
て
議
論
し
素
案
を

作
成
、
ま
た
今
年
も
11
月

に
開
催
を
予
定
し
て
い
る

「
全
国
青
年
部
・
次
世
代
代

表
者
会
議
」
の
実
施
内
容

に
つ
い
て
議
論
し
、
４
月

開
催
の
委
員
会
へ
向
け
た

準
備
を
す
る
と
し
た
。

③
厚
生
労
働
省
社
内
検
定

制
度　

日
Ｉ
Ｄ
資
格
に
つ

い
て

　

前
述
の
日
Ｉ
Ｄ
・
教
育

資
格
委
員
会
報
告
で
も
あ

っ
た
通
り
、
か
ね
て
よ
り

継
続
し
て
進
め
て
い
た

「
日
装
連
イ
ン
テ
リ
ア
デ

コ
レ
ー
タ
ー
資
格
」
が
社

内
検
定
資
格
と
し
て
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
認
定
さ
れ

た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

３
月
19
日
に
厚
労
省
Ｈ
Ｐ

よ
り
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ

れ
、
同
月
27
日
に
厚
労
省

内
に
お
い
て
認
定
式
が
執

り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
ま
ず
は
一
段
落
で
は

あ
る
も
の
の
、
既
存
の
内

装
士
資
格
の
処
遇
や
２
０

２
４
年
度
内
で
の
試
験
実

施
へ
向
け
た
準
備
等
、
ま

だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て

お
り
、
引
き
続
き
組
合
、

関
係
各
所
な
ど
の
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。

④
特
定
技
能
外
国
人
制
度

に
関
す
る
リ
モ
ー
ト
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て

　

特
定
技
能
外
国
人
制
度

を
管
轄
す
る
一
般
社
団
法

人
建
設
技
能
人
材
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）が
現
在
行
っ
て

い
る
支
援
事
業
や
制
度
概

要
に
つ
い
て
、
全
国
の
組

合
理
事
長
及
び
事
務
局
等

の
実
務
者
に
対
す
る
説
明

会
の
開
催
計
画
を
進
め
て

い
る
と
の
報
告
が
椎
津
副

理
事
長
よ
り
な
さ
れ
た
。

開
催
は
リ
モ
ー
ト
に
て
実

施
す
る
予
定
。
ま
ず
は
試

行
実
施
と
し
て
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
の
組
合
を
対
象
に
３

月
26
日
に
開
催
す
る
こ
と

が
併
せ
て
報
告
さ
れ
、
説

明
会
講
師
に
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
よ

り
専
務
理
事
の
山
本
氏
、

他
１
名
に
お
越
し
い
た
だ

く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

⑤
登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
新
規
講
習
会
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

２
０
２
４
年
度
の
登
録

内
装
仕
上
工
事
基
幹
技
能

者
新
規
講
習
会
が
仙
台
・

東
京
・
大
阪
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

現
時
点
で
は
３
会
場
と
な

っ
て
い
る
が
、
年
度
途
中

で
会
場
の
追
加
が
な
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
と
し

た
。
ま
た
新
規
受
講
料
及

び
更
新
料
の
価
格
改
定
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
併
せ
て

報
告
さ
れ
た
。

⑥
第
58
回
津
城
総
会
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
　

本
日
の
常
任
理
事
会
か

ら
６
月
５
日
開
催
の
総
会

ま
で
の
各
委
員
会
、
理
事

会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

改
め
て
確
認
が
な
さ
れ
た
。

な
お
前
回
の
常
任
理
事
会

で
決
定
し
た
第
２
２
７
回

理
事
会
開
催
場
所
に
つ
い

て
、
会
議
室
の
確
保
が
出

来
な
か
っ
た
た
め
、
会
場

を
変
更
し
浜
松
町
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催

す
る
旨
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。

⑦
化
粧
フ
ィ
ル
ム
技
能
検

定　
メ
ー
カ
ー
５
社
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

先
日
３
月
11
日
に
メ
ー

カ
ー
５
社
会
を
開
催
し
、

化
粧
フ
ィ
ル
ム
技
能
検
定

で
使
用
す
る
商
材
に
つ
い

て
確
認
が
行
わ
れ
た
。
ま

た
組
合
か
ら
の
注
文
方
法

等
に
つ
い
て
も
、
各
メ
ー

カ
ー
担
当
者
と
の
す
り
合

わ
せ
及
び
問
題
点
の
共
有

を
行
い
、
次
年
度
も
今
年

度
同
様
の
方
法
で
注
文
受

付
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

す
で
に
各
組
合
へ
関
係
文

書
を
発
送
し
商
材
注
文
を

開
始
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

審
議
事
項

①
各
組
合
周
年
式
典
行
事

出
席
者
に
つ
い
て

　

今
年
度
・
次
年
度
に
お

い
て
各
組
合
周
年
式
典
が

数
多
く
開
催
さ
れ
る
た

め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
重

複
す
る
こ
と
か
ら
以
前
の

常
任
理
事
会
で
各
常
任
理

事
の
担
当
振
り
分
け
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
さ
ら
に

式
典
日
程
に
追
加
が
あ
っ

た
た
め
改
め
て
再
調
整
を

行
い
担
当
の
確
認
を
行
っ

た
。

②
６
月
５
日
開
催
の
第
58

回
通
常
総
会
に
つ
い
て

　

改
選
年
度
に
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
例
年
を
踏
襲
し

つ
つ
改
め
て
総
会
提
出
議

案
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
の
確
認
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
併
せ
て
総
会
当

日
の
各
会
、
開
会
挨
拶
等

の
担
当
決
め
を
行
っ
た
。

◆

　

最
後
に
小
坂
田
理
事
長

よ
り
締
め
の
挨
拶
を
頂
戴

し
閉
会
と
な
っ
た
。

【
出
席
者
】

小
坂
田
達
朗（
理
事
長
・
大

阪
）、
関
山
豊
光（
副
理
事

長
・
福
岡
）、宮
本
外
次（
副

理
事
長
・
石
川
）、
鈴
木
英

治（
副
理
事
長
・
愛
知
）、

日
装
連
行
事

	

4
月

16
日　

常
任
理
事
会

19
日　

防
炎
・
施
工
管
理

委
員
会

23
日　

日
Ｉ
Ｄ
・
教
育
資

格
委
員
会

24
日　

総
務
委
員
会

26
日　

監
事
監
査
会

 

5
月

９
日　

常
任
理
事
会
・
第

２
２
７
回
理
事
会

	

6
月

５
日
～
７
日　
【
仙
台
】

登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習

５
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
２
８
回
理
事
会
、
第

58
回
通
常
総
会
・
第
２

２
９
回
理
事
会
、
懇
親

会
13
日　

日
リ
協
総
会

　
7
月

30
日
～
８
月
１
日　
【
東

京
】
登
録
内
装
仕
上
工

事
基
幹
技
能
者
講
習

8
月

６
日　

登
録
基
幹
技
能
者

試
験
・
講
習
委
員
会

10
月

16
日
～
18
日　
【
大
阪
】

登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習

29
日　

登
録
基
幹
技
能
者

試
験
・
講
習
委
員
会

11
月

19
日　

常
任
理
事
会
、
第

２
３
１
回
理
事
会
、
日

装
連
理
事
・
全
国
組
合

理
事
長
会
、
講
演
会
、

懇
親
会

　

経
済
産
業
省
、
国
土
交

通
省
、お
よ
び
環
境
省
は
、

３
省
連
携
に
よ
り
、
家
庭

部
門
の
省
エ
ネ
を
強
力
に

推
進
す
る
た
め
住
宅
の
断

熱
性
の
向
上
や
高
効
率
給

湯
器
の
導
入
等
の
住
宅
省

エ
ネ
化
を
支
援
す
る「
住

宅
省
エ
ネ
２
０
２
４
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
、
こ

の
ほ
ど
交
付
申
請
が
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

「
先
進
的
窓
リ
ノ
ベ
２
０

２
４
事
業
」、「
子
育
て
エ

コ
ホ
ー
ム

支
援
事
業
」、

「
給
湯
省
エ

ネ
２
０
２
４

事
業
」、「
賃

貸
集
合
給
湯

省
エ
ネ
２
０

２
４
事
業
」

の
４
事
業
で

構
成
さ
れ
る

複
合
的
補
助

事
業
で
あ

る
。

　

そ
の
中
で
も
注
目
を
集

め
て
い
る
の
が
窓
や
ド
ア

の
高
断
熱
化
リ
フ
ォ
ー
ム

に
特
化
し
た「
先
進
的
窓

リ
ノ
ベ
２
０
２
４
事
業
」。

昨
年
創
設
さ
れ
大
き
な
反

響
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
年
は
予
算
を
１
３
５
０

億
円（
前
回
１
０
０
０
億

円
）に
増
額
、
さ
ら
に
ド

ア
の
断
熱
改
修
も
追
加
さ

れ
た
。
補
助
対
象
期
間
は

２
０
２
３
年
11
月
２
日
以

降
に
着
手
し
今
年
12
月
31

日
ま
で
に
施
工
と
交
付
申

請
が
完
了
す
る
工
事
。
補

助
対
象
は
窓
の
ガ
ラ
ス
交

換
、
内
窓
設
置
、
外
窓
交

換（
カ
バ
ー
工
法
・
は
つ
り

工
法
）、
お
よ
び
ド
ア
交

換
。
補
助
額
は
一
戸
当
た

り
最
大
２
０
０
万
円
。

　

ま
た「
子
育
て
エ
コ
ホ

ー
ム
支
援
事
業
」
は
子
育

て
世
代
や
若
者
夫
婦
に
よ

る
高
断
熱
住
宅
の
取
得
や

省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

し
て
補
助
す
る
事
業（
一

般
世
帯
も
減
額
さ
れ
る
が

補
助
対
象
と
な
る
）。
省

エ
ネ
改
修（
窓
・
ド
ア
・
外

壁
・
屋
根
・
天
井
・
床
・
エ
コ

住
宅
設
備
設
置
）が
必
須

工
事
と
な
り
、
そ
れ
に
プ

ラ
ス
す
る
形
で
キ
ッ
チ
ン

リ
フ
ォ
ー
ム
、
浴
室
乾
燥

機
設
置
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
な
ど
の
工
事
も
補
助

対
象
と
な
る
。

　
「
先
進
的
窓
リ
ノ
ベ
２

０
２
４
事
業
」
と「
子
育

て
エ
コ
ホ
ー
ム
支
援
事

業
」
を
併
用
す
る
と
最
大

２
６
０
万
円
が
補
助
さ
れ

る
。

　

詳
細
は「
住
宅
省
エ
ネ

２
０
２
４
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
。

https://jutaku-shoene2024.mlit.go.jp

「住宅省エネ２０２４キャンペーン」実施中 
交付申請がスタート

椎
津
雅
夫（
副
理
事
長
・
東

京
）、竹
内
剛（
副
理
事
長
・
広
島
）、
大
和
田
謙
介（
事

務
局
・
日
装
連
）
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厚
生
労
働
省
は
、「
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹
技

能
者
講
習
」（
主
催
・
日

装
連
、
全
室
協
、
ジ
ェ
イ

シ
フ
）
の
受
講
に
活
用
で

き
る
助
成
金
制
度
「
人
材

開
発
支
援
助
成
金　

建
設

労
働
者
技
能
実
習
コ
ー

ス
」
を
、
令
和
６
年
度
も

引
き
続
き
実
施
す
る
。

　

同
助
成
金
は
、
講
習
に

掛
か
る
費
用
を
助
成
す
る

「
経
費
助
成
」
と
講
習
期

間
（
３
日
間
）
の
受
講
者

の
賃
金
を
助
成
す
る
「
賃

金
助
成
」
の
二
本
立
て
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
講
習

費
と
従
業
員
の
賃
金
が
助

成
対
象
と
な
る
た
め
、
実

質
負
担
の
大
幅
抑
制
が
可

能
と
な
る
。

　

助
成
額
は
労
働
者
数

（
20
名
以
下
か
21
名
以
上
）

や
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

　
（
一
社
）
日
本
イ
ン
テ

リ
ア
協
会
（
Ｎ
Ｉ
Ｆ
）
は
、

こ
の
ほ
ど
２
０
２
４
年
度

「
第
11
回 

窓
装
飾
プ
ラ
ン

ナ
ー
資
格
試
験
」、
お
よ

び
「
第
２
回 

窓
装
飾
プ

ラ
ン
ナ
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
ト

試
験
」
の
概
要
を
発
表
し

た
。

　

試
験
日
は
９
月
４
日

（
水
）。
試
験
地
は
全
国
11

会
場
（
札
幌
・
仙
台
・
さ

い
た
ま
・
東
京
・
金
沢
・

名
古
屋
・
大
阪
・
広
島
・

高
松
・
福
岡
・
沖
縄
）。

　

受
験
料
は
一
般
１
万
５

４
０
０
円
（
税
込
）、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
万
２
１
０

０
円
（
税
込
）、
ア
ソ
シ

エ
イ
ト
５
５
０
０
円
（
税

込
）。

　

試
験
申
込
期
間
は
６
月

１
日（
土
）〜
７
月
24
日

（
水
）。
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

６
月
30
日（
日
）ま
で
。

　

合
格
発
表
は
10
月
15
日

（
火
）10
時
に
窓
装
飾
プ
ラ

ン
ナ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
て
公
開
さ
れ
る
。
合
格

者
は
認
定
登
録
を
行
う
と

窓
装
飾
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格

者
と
な
る
。
登
録
料
は
８

８
０
０
円
（
ア
ソ
シ
エ
イ

ツ
は
無
料
）。

　

ま
た
公
式
テ
キ
ス
ト

「
窓
装
飾
プ
ラ
ン
ナ
ー
Ｂ

Ｏ
Ｏ
Ｋ
」が
第
５
版
に
改

訂
さ
れ
た
。
価
格
は
４
９

５
０
円（
税
込
・
送
料
別
）。

　

な
お
第
４
版
か
ら
第
５

版
へ
の
改
訂
内
容
は
窓
装

飾
プ
ラ
ン
ナ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
掲
載
さ
れ
る
。

第
４
版
と
改
訂
ポ
イ
ン
ト

で
も
試
験
対
策
は
十
分
行

え
る
。

て
は
め
る
と
、「
経
費
助

成
」
は
２
万
７
２
２
５

円
（
講
習
費
３
万
６
３
０

０
円
の
75
％
）、「
賃
金
助

成
」
は
２
万
８
２
１
５
円

（
９
４
０
５
円
×
３
日
間
）

と
な
り
、
合
計
で
５
万
５

４
４
０
円
と
な
る
。

労
働
者
数
21
名
以
上 

の
場
合

　

次
に
労
働
者
数
20
名
以

上
の
事
業
者
の
場
合
で
あ

る
が
、「
経
費
助
成
」
に

つ
い
て
は
受
講
者
の
年
齢

に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

35
歳
未
満
の
労
働
者
の

場
合
、「
経
費
助
成
」
は

講
習
費
の
70
％
、
35
歳
以

上
の
場
合
は
講
習
費
の
45

％
と
な
る
。「
賃
金
助
成
」

は
年
齢
に
関
係
な
く
７
６

０
０
円
で
あ
る
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事
基

幹
技
能
者
講
習
」
に
当
て

は
め
る
と
、
受
講
者
が
35

歳
未
満
の
場
合
、「
経
費

助
成
」
は
２
万
５
４
１
０

円
（
講
習
費
３
万
６
３
０

０
円
の
70
％
）、「
賃
金
助

成
」
が
２
万
２
８
０
０
円

（
７
６
０
０
円
×
３
日
間
）

で
合
計
が
４
万
８
２
１
０

円
、
受
講
者
が
35
歳
以
上

の
場
合
は
、「
経
費
助
成
」

は
１
万
６
３
３
５
円
（
講

習
費
３
万
６
３
０
０
円
の

45
％
）、「
賃
金
助
成
」
が

２
万
２
８
０
０
円
（
７
６

０
０
円
×
３
日
間
）
で
合

計
が
３
万
９
１
３
５
円
と

な
る
。

　

ま
た
受
講
者
が
建
設
キ

　

助
成
金
の
申
請
は
、
各

都
道
府
県
の
労
働
局
で
受

け
付
け
て
い
る
。

　

ま
た
厚
生
労
働
省
が
運

営
す
る
「
雇
用
関
係
助
成

金
ポ
ー
タ
ル
」に
て
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。「
石
綿
事
前
調
査

結
果
報
告
シ
ス
テ
ム
」で
も

紹
介
し
て
い
る
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
に
は
「
Ｇ
ビ

ズ
Ｉ
Ｄ
」が
必
要
と
な
る
。

　

申
請
書
類
は
左
上
表
の

通
り
で
、
受
講
修
了
日
の

翌
日
か
ら
２
カ
月
以
内
に

「
支
給
申
請
書
類
」
を
提

出
す
る
（
通
常
、
こ
の
よ

う
な
助
成
金
申
請
は
「
計

画
届
」
が
必
要
に
な
る
が
、

「
登
録
内
装
仕
上
工
事
登

録
機
関
技
能
者
講
習
」
の

場
合
は
不
要
）。

シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
の
有

無（
登
録
者
の
場
合
１
・
１

倍
）な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。

労
働
者
数
20
名
以
下 

の
場
合

　

労
働
者
数
20
名
以
下
の

事
業
者
の
場
合
、「
経
費

助
成
」
は
講
習
費
の
75

％
、「
賃
金
助
成
」
は
１

日
８
５
５
０
円
と
な
る
。

　

こ
れ
を
「
登
録
内
装
仕

上
工
事
基
幹
技
能
者
講

習
」
に
当
て
は
め
る
と
、

「
経
費
助
成
」
は
２
万
７

２
２
５
円
（
講
習
費
３
万

６
３
０
０
円
の
75
％
）、

「
賃
金
助
成
」
は
２
万
５

６
５
０
円
（
８
５
５
０
円

×
３
日
間
）
と
な
り
、
合

計
で
５
万
２
８
７
５
円
が

助
成
さ
れ
る
。

　

ま
た
受
講
者
が
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
の
登
録
者
の
場
合
は
、

「
経
費
助
成
」
は
同
額
だ

が
、「
賃
金
助
成
」
は
１

日
９
４
０
５
円
に
増
額
さ

れ
る
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
能
者
講
習
」
に
当

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
登
録
者
で
あ
れ
ば
、
こ

こ
ち
ら
も
「
賃
金
助
成
」

が
１
日
８
３
６
０
円
に
増

額
さ
れ
る
。

　
「
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
能
者
講
習
」
に
当

て
は
め
る
と
、
受
講
者
が

35
歳
未
満
の
場
合
、「
経

費
助
成
」
は
２
万
５
４
１

０
円
（
講
習
費
３
万
６
３

０
０
円
の
70
％
）、「
賃
金

助
成
」
は
２
万
５
０
８
０

円
（
８
３
６
０
円
×
３
日

間
）
と
な
り
合
計
で
５
万

４
９
０
円
、
受
講
者
が
35

歳
以
上
の
場
合
、「
経
費

助
成
」
は
１
万
６
３
３
５

円
（
講
習
費
３
万
６
３
０

０
円
の
45
％
）、「
賃
金
助

成
」
は
２
万
５
０
８
０
円

（
８
３
６
０
円
×
３
日
間
）

と
な
り
、
合
計
で
４
万
１

４
１
５
円
と
な
る
。

「
第
11
回 

窓
装
飾
プ
ラ
ン
ナ
ー
資
格
試
験
」

９
月
４
日
に
全
国
11
会
場
で
実
施

N I F

申
請
は
各
都
道
府
県
の
労
働
局
、

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
も
可
能

人材開発支援助成金
建設労働者技能実習コース 助成金額例

■労働者数20人以下の場合
　〈通常〉
	 経費助成		 27,225円	（受講料の75％）
	 賃金助成	 	25,650円	（8,550円／人日）
	 	 計 52,875円	

　〈受講者が建設キャリアアップシステム登録者の場合〉
	 経費助成	 	27,225円	（受講料の75％）
	 賃金助成	 28,215円	（9,405円／人日）
	 	 計 55,440円

■労働者数21人以上の場合
　〈受講者が35歳未満〉
	 経費助成	 25,410円	（受講料の70％）
	 賃金助成	 22,800円	（7,600円／人日）
	 	 計 48,210円

　〈受講者が35歳以上〉
	 経費助成	 16,335円	（受講料の45％）
	 賃金助成	 22,800円	（7,600円／人日）
	 	 計 39,135円

　〈受講者が建設キャリアアップシステム登録者／35歳未満の場合〉
	 経費助成	 25,410円	（受講料の70％）
	 賃金助成	 25,080円	（8360円／人日）
	 	 計 50,490円

　〈受講者が建設キャリアアップシステム登録者／35歳以上の場合〉
	 経費助成	 16,335円	（受講料の45％）
	 賃金助成	 25,080円	（8360円／人日）
	 	 計 41,415円

日装連の
キャラクターマーク

イン
テリア・TORI・KAERU

日本室内装飾事業協同組合連合会

令和6年度「人材開発支援助成金」
引き続き経費助成、賃金助成を実施

登 録 内 装 仕 上 工 事 基 幹 技 能 者 講 習

令和6年度
登録内装仕上工事基幹技能者新規講習スケジュール

開催地 開催日程 開催会場 定員 〆切

仙　台 6月5日㈬〜
7日㈮

仙台卸商センター
卸町会館
984-0015
仙台市若林区卸町2-15-2

50 5月18日

東　京 7月30日㈫〜
8月1日㈭

日本教育会館
7階中会議室
101-0003
千代田区一ツ橋2-6-2

80 7月5日

大　阪 10月16日㈬
〜18日㈮

エル・おおさか
6階大会議室
540-0031
大阪市中央区北浜東3-14

90 9月30日

人材開発支援助成金 建設労働者技能実習コース（経費助成・賃金助成）

支給申請に必要な書類
＊受講修了日の翌日から2カ月以内

■共通

人材開発支援助成金　建設労働者技能実習コース（経費助成・
賃金助成）支給申請書 建技様式第3号

労働保険料概算・増加概算・確定保険料申告書、又は労働保
険料等納入通知書 写し

受講者名簿及び人材開発支援助成金（建設労働者技能実習コ
ース（経費助成・賃金助成））の助成金支給申請内訳書

建技様式第3号
別紙１

所要費用の領収書 写し

賃金台帳 写し

就業規則、雇用契約書、休日カレンダー等の受講者の所定労
働日及び所定労働時間が分かる書類 写し

出勤簿、タイムカード時間外手当、割増賃金等支払い証明書	
兼	休日（出勤扱・振替）証明書」（建技様式第３号別紙４）
等の訓練期間中の出席状況を確認するための書類

写し

実施日ごとの科目時間数が分かるカリキュラム 写し

登録教習機関等が実施する実習を受講させた場合、技能実習
委託契約書（書式の参考として建技別様式第３号）受講申込
書（訓練名称・期間・受講料等が明記されたもの）	、又は技
能実習委託契約書

写し

訓練実施主体が、所属する建設事業主団体であり、当該団体
より経費助成の計画届が提出されておらず、中小建設事業主
及び建設事業主が賃金助成賃金助成のみを申請する場合は、
当該団体が証明した構成員内訳表

建技別様式第1号、	
建技別様式第1号
別紙

その他管轄都道府県労働局長が必要と認める書類（経費助成
の場合でｅラーニングによって実施された訓練については修
了証、賃金助成の場合で建設キャリアアップシステム技能者
情報登録者の場合には、建設キャリアアップシステムから出
力される技能者情報に係る書面、建設キャリアアップカード
の写し等、登録を証する書面または、登録申請書の写し等、
申請中であることを証する書面など）

■雇用保険被保険者20人以下であり、技能実習を実施した事業所の他に雇用保
険適用事業所を有する中小建設事業主の場合

事業所確認票 建技様式第３号
別紙３

お
詫
び
と
訂
正

　

日
装
連
新
聞
３
月
号

「
登
録
内
装
仕
上
工
事

基
幹
技
能
者
講
習
」
の

記
事
内
に
お
い
て
、
受

講
料
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
３
万

６
３
０
０
円
（
税
込
）

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

登録内装仕上工事 
基幹技能者講習

受講料

36,300円（税込）



日 装 連 新 聞 （4）昭和52年10月1日
第三種郵便物認可( ）

　
「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
」
が
取

得
で
き
た
ら
、
い
よ
い
よ

事
前
調
査
結
果
の
報
告
を

実
施
す
る
。
事
前
調
査
結

果
の
報
告
は
、
厚
生
労
働

省
と
環
境
省
が
運
営
す
る

「
石
綿
事
前
調
査
結
果
報

告
シ
ス
テ
ム
」
で
行
う
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
画
像

①
）
に
て
「
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ

で
ロ
グ
イ
ン
」
と
い
う
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

ロ
グ
イ
ン
ペ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
る
（
画
像
②
）。

　

そ
こ
に
取
得
し
た
「
Ｇ

ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
」
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
し
ロ
グ
イ
ン
す

る
と
、「
石
綿
事
前
調
査

結
果
報
告
シ
ス
テ
ム
」
内

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
（
画
像

③
）
に
移
る
。

　

そ
こ
か
ら「
新
規
申
請
」

ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
「
新
規
申
請
画
面
」
が

表
示
さ
れ
る
。

　

申
請
画
面
は
、
主
に
３

つ
の
画
面
で
入
力
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
１
つ

目
は
「
元
請
け
業
者
と
建

築
物
に
関
す
る
情
報
」
を

入
力
す
る
画
面
、
２
つ
目

が
「
請
負
事
業
者
に
関
す

る
情
報
」
を
入
力
す
る
画

面
、３
つ
目
が「
事
前
調
査

結
果
に
関
す
る
情
報
」
を

入
力
す
る
画
面
で
あ
る
。

　

ま
ず
「
元
請
け
業
者
と

建
築
物
に
関
す
る
情
報
」

（
画
像
④
）で
は
、
必
須
と

な
っ
て
い
る
項
目
を
中
心

に
必
要
項
目
を
入
力
し
て

い
く
。
こ
こ
で
注
意
し
た

い
の
が
申
請
区
分
の
箇
所

で
、「
労
働
安
全
衛
生
法
」

お
よ
び
「
大
気
汚
染
防
止

法
」
の
チ
ェ
ッ
ク
が
し
っ

か
り
入
っ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
。
も
し
も

こ
の
チ
ェ
ッ
ク
が
外
れ
て

い
る
と
申
請
内
容
が
関
係

各
所
に
届
か
な
く
な
っ
て

し
ま
う
（
初
期
設
定
で
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
の
で

外
さ
な
い
よ
う
に
注
意
）。

　

ま
た
誤
入
力
の
多
い
項

目
と
し
て
は
、
建
築
物
の

「
新
築
工
事
の
着
工
日
」
が

あ
げ
ら
れ
る
。
改
築
工
事

の
着
工
予
定
日
や
解
体
後

の
新
築
工
事
の
着
工
予
定

日
を
入
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
で
注
意
が
必
要
だ

（
同
シ
ス
テ
ム
で
は
未
来

の
日
は
入
力
で
き
な
い
）。

ち
な
み
に
お
お
よ
そ
の
建

設
時
期
し
か
わ
か
ら
な
い

場
合
は
、「
不
明
」に
チ
ェ

ッ
ク
を
入
れ
、「
工
事
の

概
要
」
欄
に
お
お
よ
そ
の

建
設
時
期
を
記
入
す
る
。

　

続
い
て
、「
請
負
事
業

者
に
関
す
る
情
報
」
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
解
体
工

事
を
行
う
下
請
け
業
者
を

入
力
し
て
い
く
が
、
該
当

す
る
業
者
が
い
な
い
場
合

は
省
略
で
き
る
。

　

そ
し
て
「
事
前
調
査
結

果
に
関
す
る
情
報
」（
画

像
⑤
）
で
あ
る
。
こ
の
画

面
で
は
工
事
対
象
と
な
る

す
べ
て
の
建
材
・
材
料
が

表
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
中
で
、
工
事
対
象
と
な

る
建
材
・
材
料
に
つ
い
て

の
み
入
力
し
て
い
く
。

　

入
力
す
る
建
材
・
材
料

名
の
（
△
）
部
分
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
石
綿
含
有
の

有
無
、
無
し
と
し
た
場
合

の
判
断
の
根
拠
、
石
綿
除

去
の
作
業
種
類
な
ど
が
表

示
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
必
要
項
目
を
記
入
し
て

い
く
（
画
像
⑥
）。
こ
の

他
、
該
当
す
る
建
材
・
材

料
に
つ
い
て
も
入
力
を
進

め
る
。
ち
な
み
に
、
そ
の

建
築
物
に
お
い
て
使
用
し

　

イ
ン
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー

ム
に
は
３
つ
の
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
比
較
的
に

小
規
模
な
工
事
が
多
く
て

お
客
様
が
住
ま
い
な
が
ら

行
わ
れ
る
こ
と
、
次
に
デ

ザ
イ
ン
や
使
用
素
材
に
こ

だ
わ
り
を
持
ち
多
様
な
価

値
観
を
持
た
れ
て
い
る
お

客
様
が
多
い
こ
と
、
最
後

に
工
事
対
象
と
な
る
建
物

が
木
造
も
マ
ン
シ
ョ
ン
も

あ
り
築
年
数
も
仕
様
も
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
現
場
管
理

者
の
役
割
は
極
め
て
重
要

で
す
。
工
事
進
行
を
管
理

監
督
す
る
だ
け
で
な
く
、

先
述
の
３
つ
の
特
徴
と
す

る
事
柄
に
し
っ
か
り
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。

　

そ
も
そ
も
お
客
様
が
現

場
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
工
事
の
進
行

状
況
の
み
な
ら
ず
作
業
者

の
態
度
や
行
動
を
観
察
さ

れ
て
い
る
た
め
、
現
場
管

理
者
は
作
業
者
の
挨
拶
や

会
話
の
仕
方
か
ら
モ
ノ
の

扱
い
方
、
借
用
す
る
ト
イ

レ
の
使
い
方
に
至
る
ま
で

の
注
意
を
払
い
、
お
客
様

日
リ
協
コ
ラ
ム
㊴

お
客
様
を
フ
ァ
ン
に
で
き
る
か
は

現
場
管
理
者
に
か
か
っ
て
る

か
ら
「
い
い
職
人
さ
ん
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
日
々
お
客
様

と
の
会
話
を
通
じ
て
ご
様

子
を
伺
う
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
、
ク

レ
ー
ム
の
芽
を
摘
む
効
果

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
へ
の
作

業
内
容
の
説
明
は
、
技
術

的
な
こ
と
は
作
業
者
に
話

を
し
て
も
ら
い
、
全
体
デ

ザ
イ
ン
や
使
い
勝
手
な
ど

は
管
理
者
が
説
明
す
る
な

ど
の
一
定
の
ル
ー
ル
を
定

め
て
お
く
こ
と
も
良
い
で

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
特
徴

の
２
つ
目
に
あ
る
「
デ
ザ

イ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
」
に

つ
い
て
お
客
様
か
ら
要
望

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
応
え
で
も
あ
る
か
ら

で
す
。
お
客
様
の
中
に
は

初
回
相
談
の
際
に
、
リ
フ

ォ
ー
ム
の
要
望
か
ら
家
族

の
生
活
状
態
や
趣
味
嗜
好

ま
で
詳
ら
か
に
話
を
し
た

相
手
に
、
そ
の
ま
ま
工
事

の
管
理
か
ら
引
き
渡
し
ま

で
担
当
し
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
も
あ
る
ほ

ど
で
す
。
こ
れ
は
事
業
者

と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
で
き
る
人
材
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
受
け

止
め
る
べ
き
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
こ
ま
で
は
対
人
配
慮

の
技
術
や
気
配
り
の
重
要

性
で
し
た
が
、
最
後
に
多

種
多
様
な
構
造
・
様
式
の

建
物
へ
の
対
応
で
す
。

　

こ
れ
は
過
去
の
現
場
施

工
や
管
理
の
経
験
を
ど
れ

だ
け
活
か
せ
る
か
と
い
う

こ
と
と
、
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
施
工
技
術
や
建
築

資
材
・
設
備
機
器
な
ど
に

つ
い
て
ど
れ
だ
け
情
報
を

持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
が
工
事
成
功
の
カ
ギ
と

な
る
で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
テ
リ
ア
リ
フ
ォ
ー

ム
は
、
内
装
仕
上
げ
の
み

な
ら
ず
室
内
構
造
や
各
種

エ
レ
メ
ン
ト
、
電
気
や
水

ま
わ
り
設
備
に
至
る
ま
で

ひ
と
通
り
の
工
種
を
扱
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
然

に
仮
設
や
取
り
合
い
、
工

程
順
序
や
作
業
条
件
な
ど

を
管
理
者
が
プ
ラ
ン
し
た

上
で
ス
ム
ー
ズ
に
工
事
を

進
め
、
生
活
し
て
い
る
お

客
様
へ
の
迷
惑
を
最
小
限

に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
従
っ
て
作
業
計
画
書

と
工
程
表
を
吟
味
し
て
作

成
し
、
そ
れ
を
全
工
種
の

全
作
業
者
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
を
使
用
し
て
共
有
す
る

こ
と
が
良
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
何
か
想
定
外
の
事

象
が
発
生
し
て
も
、
す
ぐ

に
対
応
や
修
正
が
で
き
る

こ
と
で
お
客
様
か
ら
の
信

用
を
失
わ
ず
に
済
み
ま

す
。

　

以
上
の
よ
う
に
現
場
管

理
者
の
役
割
は
工
事
の
指

揮
監
督
だ
け
で
は
な
く
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
的
確
に
行
わ
れ

る
こ
と
で
、工
事
の
出
来

栄
え
に
加
え
て
顧
客
対
応

に
も
満
足
感
を
覚
え
、
事

業
者
を
信
頼
し
、
リ
ピ
ー

ト
や
紹
介
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
日
リ
協
の
仲
間
と

情
報
交
換
し
て
い
た
だ

き
、
自
社
の
品
質
向
上
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

事
前
調
査
結
果
報
告
②

「
石
綿
事
前
調
査
結
果

　
　 

報
告
シ
ス
テ
ム
」で
実
施

シ
リ
ー
ズ　
　

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
規
制

て
い
な
い
建
材
・
材
料
で

あ
れ
ば
、
い
ち
い
ち
「
無

し
」
を
入
力
し
て
い
く
必

要
は
な
い
。

　

す
べ
て
を
入
力
し
、「
申

請
（
確
認
）」
へ
進
む
と
、

シ
ス
テ
ム
が
入
力
内
容
に

エ
ラ
ー
が
な
い
か
自
動
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。
エ
ラ
ー
が

あ
れ
ば
、
そ
の
箇
所
が
赤

字
で
表
示
さ
れ
、
修
正
が

促
さ
れ
る
。

　

す
べ
て
正
し
く
入
力
で

き
れ
ば
、
最
後
に
記
入
し

た
全
項
目
の
確
認
画
面
が

表
示
さ
れ
、
同
ペ
ー
ジ
の

最
下
部
に
あ
る
「
申
請
を

完
了
す
る
」
と
い
う
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
登

録
完
了
と
な
る
。

　

登
録
を
完
了
す
る
と
、

「
元
請
け
業
者
と
建
築
物

に
関
す
る
情
報
」
で
登
録

し
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

登
録
完
了
通
知
メ
ー
ル
が

送
信
さ
れ
る
。

　

最
後
に
申
請
完
了
画

面
、
も
し
く
は
登
録
完
了

通
知
メ
ー
ル
に
表
示
さ
れ

た
申
請
Ｉ
Ｄ
を
手
元
に
控

え
て
お
く
。

　

以
上
で
事
前
調
査
結
果

登
録
は
終
了
と
な
る
（
意

外
に
簡
単
で
あ
る
）。
登

録
し
た
事
前
調
査
結
果
報

告
を
閲
覧
す
る
場
合
は
、

「
申
請
一
覧
画
面
」
か
ら

閲
覧
可
能
で
あ
る
。

　

申
請
手
順
の
詳
細
は
、

同
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
す
る

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る
「
利
用
者
マ
ニ
ュ

ア
ル
」で
も
確
認
で
き
る
。

一般社団法人日装連リフォーム推進協議会（略称：日リ協）
https://www.nichirikyo.com

TEL：0120-970-133　FAX：03-6721-5389　E-mail：info@nichir ikyo.com

事務局までお問い合わせは

ご登録お待ちしています!

国土交通大臣登録「住宅リフォーム事業者団体」

〈組合員リフォーム事業の支援部門〉

＊登録には建設業許可並びに建築施工管理技士又は建築士免許が必須要件となっております
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立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド
工
業

は
、木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド「
フ

ォ
レ
テ
ィ
ア
エ
グ
ゼ
」、

「
フ
ォ
レ
テ
ィ
ア
」、
お
よ

び
デ
ザ
イ
ン
ブ
ラ
イ
ン
ド

「
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト 

エ
グ

ゼ
」、「
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
５

月
１
日
（
水
）
に
新
発
売

す
る
。

　

木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
「
フ

ォ
レ
テ
ィ
ア
エ
グ
ゼ
」、

「
フ
ォ
レ
テ
ィ
ア
」
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
安
心
・
安

全
・
快
適
」
に
加
え
て
、

業
界
情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

が
集
ま
り
、
厳
正
で
中
立

的
な
審
査
基
準
に
基
づ
い

て
９
つ
の
分
野
か
ら
受
賞

デ
ザ
イ
ン
を
選
定
し
て

い
る
。
今
回
、「
メ
グ
リ

ウ
ォ
ー
ル
」
は
、「
循
環
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
の
ア
イ
デ
ア
が

評
価
さ
れ
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

分
野
で
受
賞
し
た
。

　
「
メ
グ
リ
ウ
ォ
ー
ル
」

　

Ｙ
Ｋ
Ｋ 

Ａ
Ｐ
は
、
内

窓
に
真
空
ガ
ラ
ス
を
組
み

込
ん
だ
「
マ
ド
リ
モ 

内

窓 

プ
ラ
マ
ー
ド
Ｕ
」
真

空
ガ
ラ
ス
内
窓
を
、
こ
の

ほ
ど
新
発
売
し
た
。

　

理
事
長
を
拝
命
し
て
４
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
４
年
間
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、
そ
し
て
二
つ
返

事
。
何
も
知
ら
ず
に
情
報
・
流
通
委
員

会
に
入
り
ま
し
た
。
依
頼
は
断
ら
な
い

こ
と
、
と
い
う
今
後
の
生
き
方
を
決
め

て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
日
装
連
事
務
所
に
毎

月
１
度
出
勤
し
て
日
装
連
新
聞
の
編
集

を
行
い
ま
す
。
最
初
の
頃
は
会
議
内
容

が
有
耶
無
耶
、
酔
眼
も
う
ろ
う
。
最
近

は
お
か
げ
さ
ま
で
組
合
の
組
織
内
容
等

が
多
少
な
り
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
何
故
か
お
酒
も
強
く
な
り
、
感

謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
建
設
業
の
仕
事
の
ほ
か

に
神
社
の
会
長
も
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
神
社
名
は
賀
久
留

神
社
と
い
い
ま
す
。
地
元
・
静
岡
県
浜

松
市
は
徳
川
家
康
公
ゆ
か
り
の
出
世
の

街
で
す
。
こ
の
神
社
は
歴
史
が
古
く
、

平
安
時
代
の
建
立
で
、
例
祭
の
行
列
の

神
幸
祭
は
浜
松
市
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
行
列
最
後
の
見

ど
こ
ろ
と
し
て
拝
王
子
（
天
皇
の
長
皇

子
）
と
獅
子
の
競
争
が
あ
り
、
拝
王
子

が
勝
て
ば
今
年
は
豊
作
と
さ
れ
て
い
ま

す
。な
ん
ち
ゅ
う
時
代
だ
っ
た
ん
だ
ろ
。

　

最
近
、
木
製
の
狛
犬
の
形
の
も
の
が

御
神
木
の
根
の
空
洞
の
中
か
ら
発
見
さ

れ
、
現
在
鑑
定
中
で
す
。
一
点
漆
と
思

わ
れ
る
塗
料
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
本

物
と
す
れ
ば
鎌
倉
時
代
の
も
の
だ
ろ
う

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

賀
久
留
神
社
は
夏
で
も
風
が
通
り
、

涼
し
く
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
役
割
も

多
い
の
で
す
が
、
賽
銭
や
彫
り
物
な
ど

の
盗
難
が
多
く
、
文
化
財
は
博
物
館
に

保
管
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
神
社
で
す

が
戦
時
中
ま
で
は
崇
敬
者
が
多
く
、
毎

日
50
人
以
上
の
参
拝
者
が
い
た
よ
う
で

す
。
今
で
は
10
～
15
人
程
度
に
な
り
ま

し
た
。

　

実
は
私
の
家
系
は
仏
教
臨
済
宗
の
僧

侶
で
あ
り
ま
し
て
、
神
道
で
は
な
い
の

で
す
が
年
齢
順
に
て
役
員
に
な
っ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
臨
済
宗
で
は
昔
は

６
歳
で
出
家
修
行
の
道
と
聞
い
て
お
り

ま
す
（
江
戸
時
代
ま
で
当
家
系
も
。
そ

の
後
分
離
し
た
と
の
こ
と
）。
神
社
と

お
寺
は
江
戸
時
代
末
期
頃
ま
で
は
同
境

内
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
多
く
、
私
の
家

は
東
林
寺
の
旧
所
有
地
で
す
。
築
60
年

に
な
り
、
雨
漏
り
直
し
が
得
意
に
な
り

ま
し
た
。
仕
事
繁
栄
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
機
会
と
時
間
と
好
奇

心
と
興
味
が
あ
れ
ば
、
お
も
て
な
し
は

あ
り
ま
せ
ん
が
賀
久
留
神
社
に
一
度
立

寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
社
務
所
は
近

日
改
修
工
事
の
予
定
で
す
。

　

独
立
独
行
、
自
由
に
生
き
る
。
な
～

ん
て
ね
。
こ
ぐ
さ
ら
ぼ
っ
た
い
こ
と
は

や
め
て
楽
笑
で
活
き
ま
し
ょ
う
。
人
生

最
終
章
の
お
勤
め
に
な
り
ま
す
か
ね
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
辺
で
。
明
日
が
皆
さ

ん
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な
り

ま
す
よ
う
に
！

　

71
歳
・
趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
ビ
ー
ル

（
静
岡
組
合
理
事
長
）

　

ト
キ
ワ
産
業
は
、
壁
紙

見
本
帳
「
Ｔ
Ｓ
ク
ロ
ス
２

０
２
４

-

２
０
２
７
」を
、

こ
の
ほ
ど
新
発
売
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｓ
ク
ロ
ス
」
は
、

伸
縮
性
の
あ
る
ス
ト
レ
ッ

チ
配
合
に
よ
り
、
ひ
び
割

れ
し
に
く
く
下
地
の
収

縮
・
ズ
レ
・
ゆ
が
み
に
ね

ば
り
強
く
対
応
し
た
壁
紙

シ
リ
ー
ズ
。
全
点
「
耐
ク

ラ
ッ
ク
・
表
面
丈
夫
・
撥

水
・
抗
菌
・
防
カ
ビ
」
と

い
う
住
ま
い
を
守
る
5
つ

の
機
能
で
大
切
な
住
ま
い

を
な
が
く
、
キ
レ
イ
に
保

つ
。

　

新
「
Ｔ
Ｓ
ク
ロ
ス
」
で

は
人
気
の
グ
レ
ー
カ
ラ
ー

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
拡

充
、
サ
ン
プ
ル
裏
面
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
各
施
工
イ

メ
ー
ジ
を
す
ぐ
に
ご
確
認

い
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

サ
ン
ゲ
ツ
は
、
資
源
を

再
利
用
し
て
生
ま
れ
た
環

境
に
や
さ
し
い
壁
紙
「
Ｍ

Ｅ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
ｅ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ

（
メ
グ
リ
ウ
ォ
ー
ル
）」
に

お
い
て
、
国
際
的
に
権
威

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
賞
「
ｉ

Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド 

２
０
２
４
」を
受
賞
し
た
。 　

「
ｉ
Ｆ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ

ー
ド
」
は
、
ド
イ
ツ
の
ｉ

Ｆ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
デ
ザ

イ
ン
が
主
催
す
る
、
世
界

で
も
っ
と
も
権
威
の
あ
る

デ
ザ
イ
ン
賞
の
１
つ
。
評

価
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界

か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家

は
、
車
両
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

材
に
使
用
さ
れ
る
樹
脂
の

端
材
を
壁
紙
の
表
面
材
と

し
て
再
利
用
し
た
壁
紙
、

お
米
を
脱
穀
し
た
際
に
出

る
籾
殻
を
細
か
く
砕
い
て

再
利
用
し
た
壁
紙
、
ヒ
ノ

キ
の
端
材
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
た
壁
紙
の
３
タ
イ
プ
で

展
開
、
一
般
的
な
壁
紙
の

製
法
で
は
表
現
す
る
こ
と

が
難
し
い
独
特
の
質
感
と

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
世
界
観

を
表
現
す
る
カ
ラ
ー
が
特

徴
で
あ
る
。

　

な
お
２
０
２
２
年
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
も
受
賞
し

て
い
る
。

　

同
商
品
は
、
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク 

ハ
ウ
ジ
ン
グ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
真
空
断

熱
ガ
ラ
ス
「
グ
ラ
ベ
ニ
ー

ル
）」
を
組
み
込
ん
だ
内

窓
で
、
熱
貫
流
率
１
・
１

Ｗ
／
（
平
方
メ
ー
ト
ル
・

Ｋ
）
と
い
う
、
こ
れ
ま
で

の
最
高
グ
レ
ー
ド
の
Ｌ
ｏ

ｗ

-

Ｅ
複
層
ガ
ラ
ス
・
ア

ル
ゴ
ン
ガ
ス
入
り
よ
り
も

１
ラ
ン
ク
高
い
断
熱
性
能

の
内
窓
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
国
土
交
通

省
・
経
済
産
業
省
・
環
境

省
の
連
携
に
よ
り
「
先
進

的
窓
リ
ノ
ベ
事
業
」
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、「
マ
ド

リ
モ 

内
窓 

プ
ラ
マ
ー
ド

Ｕ
」真
空
ガ
ラ
ス
内
窓
は
、

「
先
進
的
窓
リ
ノ
ベ
２
０

２
４
事
業
」
の
内
窓
設
置

に
お
け
る
「
Ｓ
Ｓ
グ
レ
ー

ド
（
最
上
位
グ
レ
ー
ド
）」

の
対
象
商
品
と
な
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
意
識
の
高

ま
り
に
対
応
し
て「
環
境
」

を
プ
ラ
ス
、
４
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
国
産
の

ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
を
使
用
し

た
ス
ラ
ッ
ト
を
新
た
に
追

加
し
た
他
、
ア
マ
ニ
油
を

原
料
と
し
た
自
然
由
来
の

塗
料
を
使
用
し
た
桐
製
の

ス
ラ
ッ
ト
を
追
加
、
さ
ら

に
木
部
材
の
伐
採
か
ら
製

品
の
出
荷
に
至
る
ま
で
適

切
に
管
理
さ
れ
製
品
に
付

与
さ
れ
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
の

ス
ラ
ッ
ト
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
し
た
。
こ
の
他
、
防
炎

ス
ラ
ッ
ト
の
カ
ラ
ー
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
４
色
か
ら

10
色
に
拡
充
、
ま
た
ス
ラ

ッ
ト
幅
に
つ
い
て
は
従
来

の
35
ミ
リ
、
50
ミ
リ
に
加

え
て
63
ミ
リ
が
新
登
場
し

た
。

　

一
方
の
「
ア
フ
タ
ー
ビ

ー
ト 

エ
グ
ゼ
」、「
ア
フ
タ

ー
ビ
ー
ト
」
は
、「
ブ
ラ

イ
ン
ド
で
奏
で
る
心
と
暮

ら
し
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。

　

特
に
カ
ラ
ー
提
案
を
刷

新
、「
感
情
」
を
モ
チ
ー

フ
に
「
カ
フ
ェ
」「
ハ
ピ

ネ
ス
」「
エ
ナ
ジ
ー
」「
コ

ン
フ
ォ
ー
ト
」「
ク
ー
ル
」

の
5
つ
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ

テ
ー
マ
で
カ
ラ
ー
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
展
開
す
る
。

　

ま
た
両
商
品
と
も
リ
モ

コ
ン
や
ス
イ
ッ
チ
で
簡
単

に
操
作
で
き
る
電
動
化
に

対
応
、
製
品
本
体
に
充
電

式
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載

し
た「
バ
ッ
テ
リ
ー
仕
様
」

も
オ
プ
シ
ョ
ン
で
選
べ
る

よ
う
に
し
た
。

「TSクロス 2024-2027」発売
グレーのバリエーション拡充

「マドリモ 内窓 プラマードＵ」に
真空ガラス窓が登場

壁紙「メグリウォール」が
「iFデザインアワード 2024」受賞

「MEGUReWALL」

非常に高い断熱性能を実現

アフタービート

フォレティア

そ
ろ
そ
ろ
か
な
―
人
生
最
終
章

静
岡
組
合
理
事
長　

鷹
尾 

政
夫

トキワ産業

YKKAP

サンゲツ

談話
室

木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド「
フ
ォ
レ
テ
ィ
ア
」、デ
ザ
イ
ン

ブ
ラ
イ
ン
ド「
ア
フ
タ
ー
ビ
ー
ト
」5
／
1
発
売

立
川
ブ
ラ
イ
ン
ド

イン
テリア・TORI・KAERU
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北
海
道

　

６
日　

前
期
技
能
検
定

実
施
要
領
と
受
検
申
込
案

内
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
送
信
。

　

18
日　

商
工
中
金
来

局
。

　

25
日　

監
査
依
頼
送

信
。

新

潟

　

14
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
新
聞
編
集
会

議
。坪
谷
理
事
長
が
出
席
。

　

31
日　

表
装
壁
装
技
能

向
上
会
（
主
催
・
表
具
内

装
組
合
）。
当
組
合
員
関

係
５
名
が
受
講
。

富

山

　

４
日
～
６
日　

富
山
県

技
術
専
門
学
院
新
川
セ
ン

タ
ー
（
訓
練
生
４
名
・
３

日
間
）。
開
校
式
挨
拶
・

福
崎
幸
雄
氏
（
壁
装
講

師
）。
職
業
訓
練
講
師（
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
床
仕
上
げ
）

川
口
衛
氏
。

　

７
日
～
11
日　

職
業
訓

練
（
３
日
間
）。
講
師
（
壁

装
）
福
崎
幸
雄
氏
。

　

12
日　

富
山
支
部
役
員

会
。
内
山
支
部
長
他
11
名

が
出
席
。

　

25
日　

忠
政
会
総
会
。

平
岡
専
務
理
事
が
出
席
。

　

28
日　

執
行
部
打
ち
合

わ
せ
。
小
倉
理
事
長
、
金

井
副
理
事
長
、
川
西
副
理

事
長
、
苗
加
副
理
事
長
、

平
岡
専
務
理
事
が
出
席
。

茨

城

　

12
日　

白
田
理
事
長
、

小
野
瀬
専
務
理
事
打
合

せ
。
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
総

会
の
件
、
茨
城
組
合
総
会

の
件
打
合
せ
。
出
席
者
確

認
。

　

22
日　

茨
城
県
職
業
能

力
開
発
協
会
。
来
年
度
の

技
能
検
定
に
つ
い
て
、
床

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
粧
フ
イ

ル
ム
人
数
の
把
握
に
つ
い

て
確
認
・
相
談
。
壁
装
に

に
つ
い
て
、
担
当
業
者
商

会
検
定
台
（
床
）
の
確
認
。

　

26
日　

特
定
技
能
外
国

人
制
度
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
支
援
事

業
制
度
概
要
説
明
会
（
リ

モ
ー
ト
）。
事
務
局
山
口

氏
が
出
席
。

栃

木

　

４
日　

３
月
21
日
予
定

の
定
例
役
員
会
開
催
案
内

を
役
員
に
発
送
。

　

５
日　

上
田
理
事
長
及

び
事
務
局
と
に
お
い
て
令

青

森

　

15
日　

対
馬
理
事
長
と

事
務
局
に
て
事
業
運
営
打

合
せ
。

　

18
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
。対
馬
理
事
長
出
席
。

　

22
日　

第
３
回
役
員
会

開
催
11
名
が
出
席
。

岩

手

　

15
日　

２
０
２
３
年
度

第
６
回
理
事
会
を
開
催
。

　

18
日　

日
装
連
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ

れ
、堀
口
理
事
長
が
出
席
。

宮

城

　

８
日　

令
和
６
年
度
技

能
検
定
試
験
実
施
計
画
説

明
会
。
木
村
検
定
委
員
長

が
出
席
。

　

18
日　

日
装
連
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
。
東
北
６
県

理
事
長
、
宮
城
県
副
理
事

長
が
出
席秋

田

　

18
日　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
が
宮
城
県
で
開
催
さ

れ
、中
村
理
事
長
が
出
席
。

山

形

　

８
日　

第
２
０
２
回
理

事
会
開
催
。
野
口
理
事
長

他
合
わ
せ
て
７
名
出
席
。

　

12
日　

山
形
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
主
催
「
組

合
会
計
・
運
営
実
務
研
修

会
」。
講
師
・
奥
山
享
税

理
士
事
務
所
所
長
奥
山
亨

氏
。青
柳
事
務
員
が
出
席
。

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

和
６
年
２
月
の
組
合
収
支

状
況
及
び
ラ
ベ
ル
発
行
・

売
上
状
況
の
確
認
・
打
ち

合
わ
せ
を
実
施
。

　

６
日　

組
合
員
に
対
し

令
和
６
年
度
技
能
検
定
の

受
験
案
内
を
通
知
。

　

７
日　

ラ
ベ
ル
会
員
に

対
し
令
和
６
年
度
技
能
検

定
の
受
験
案
内
を
通
知
。

　

15
日　

令
和
６
年
３
月

度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
臨
時

理
事
長
会
開
催
。

　

16
日　

令
和
５
年
度
法

定
防
火
壁
装
講
習
会
開

催
。
73
名
が
受
講
。

　

21
日　

栃
装
協
第
４
回

定
例
役
員
会
。役
員
10
名
、

監
査
２
名
全
員
出
席
。

　

26
日　

日
装
連
主
催
特

定
技
能
外
国
人
制
度
概
要

説
明
会
。
関
本
副
理
事
長

が
参
加
。群

馬

　

２
日　

西
毛
支
部
会
開

催
。
支
部
員
５
名
、
渡
邉

理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

北
毛
支
部
会
開

催
。支
部
員
５
名
が
出
席
。

　

５
日　

群
馬
県
職
業
能

力
開
発
協
会
技
能
検
定
説

明
会
。
出
席
者
（
首
席
が

出
席
）・
青
木
理
事
相
談

役
、
渡
邉
理
事
長
、
船
津

理
事
。

　

６
日　

群
馬
県
中
小
企

業
団
体
青
年
協
議
会
理
事

会
及
び
懇
親
会
。
倉
持
理

事
が
出
席
。

　

７
日　

群
装
協
三
役

会
・
３
月
度
理
事
会
。
出

席
者
・
渡
邉
理
事
長
他
12

名
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
出
席
４
名
、

事
務
局
中
川
氏
。

　

９
日　

前
橋
支
部
会
開

催
。
支
部
員
10
名
、
渡
邉

理
事
長
、高
橋
専
務
理
事
、

青
木
理
事
相
談
役
、
事
務

局
が
出
席
。

　

15
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
臨
時
理
事
長

会
。渡
邉
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

群
装
協
青
年
部

会
議
。
青
年
部
員
７
名
、

倉
持
理
事
が
出
席
。

　

16
日　

高
崎
支
部
会
開

催
。
支
部
員
12
名
、
高
橋

専
務
理
事
、
事
務
局
が
出

席
。

　

18
日　

群
馬
県
職
業
能

力
開
発
協
会
理
事
会
に
渡

邉
理
事
長
が
出
席
。

　

23
日　

東
毛
支
部
会
開

催
。
支
部
員
15
名
、
渡
邉

理
事
長
が
出
席
。

　

22
日
～
４
月
14
日　

群

装
協
第
34
回
オ
ン
ラ
イ
ン

講
習
会
＊
期
間
限
定
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
。
再
配

信
～
カ
ー
テ
ン
の
プ
ロ
が

教
え
る
窓
ま
わ
り
の
㊙
テ

ク
ニ
ッ
ク
～
。
＊
今
回
、

組
合
員
様
と
賛
助
会
員
様

に
案
内
賛
助
会
員
様
の
出

演
を
募
集
す
る
。

　

26
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
よ
り
、
特
定
技

能
外
国
人
制
度
概
要
説
明

会
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開

催
）。
事
務
局
中
川
氏
が

リ
モ
ー
ト
参
加
。

　

27
日　

群
装
協
三
役

会
。
渡
邉
理
事
長
、
久
保

田
副
理
事
長
、
都
丸
副
理

事
長
、
小
澤
副
理
事
長
、

高
橋
専
務
理
事
が
出
席
。

　

同
日　

記
念
誌
委
員
会

会
議
。【
出
席
者
】
記
念

誌
委
員
会
・
小
澤
副
理
事

長
、
𣘺
本
副
理
事
長
。
総

務
広
報
委
員
会
・
高
橋
専

務
理
事
、
緑
埜
理
事
、
櫻

井
理
事
、
倉
持
理
事
。
協

力
・
渡
邉
理
事
長
、
内
田

理
事
、
都
丸
副
理
事
長
、

事
務
局
。埼

玉

　

12
日　

第
９
回
理
事
会

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）。
出
席

14
名
、
欠
席
１
名
。

　

15
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
臨
時
理
事
長

会
。大
附
理
事
長
が
出
席
。

　

19
日　

青
年
部
卒
業

式
。
青
年
部
会
員
15
名
、

卒
業
生
６
名
、
合
計
21
名

が
出
席
。

　

22
日　

埼
玉
県
職
業
能

力
開
発
協
会
理
事
会
に
大

附
理
事
長
が
出
席
。

　

25
日　

青
年
中
央
会
第

10
回
役
員
会
に
本
木
副
理

事
長
が
出
席
。

　

26
日　

特
定
技
能
外
国

人
制
度
概
要
説
明
会
。
事

務
局
が
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
。

　

29
日　

大
附
理
事
長
組

合
事
務
所
執
務
。

千

葉

　

12
日　

外
国
人
随
時
３

級
検
定
。
受
験
生
３
名
。

内
容
・
表
装（
壁
装
作
業
）。

講
師
・
菅
沼
金
吾
氏
、
川

村
賢
司
氏
。

　

同
日　

定
例
理
事
会
・

総
務
委
員
会
開
催
。

　

15
日　

千
葉
県
中
小
企

業
団
体
令
和
５
年
度
第
３

回
理
事
会
。

　

同
日　

千
葉
県
中
小
企

業
連
盟
第
54
回
通
常
総
会

開
催
。
藤
間
理
事
長
が
出

席
。

　

同
日　

令
和
５
年
度
令

和
６
年
３
月
度
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
臨
時
理
事
長
会
に
藤

間
理
事
長
が
出
席
。

　

21
日　

令
和
５
年
度
第

２
回
官
公
需
普
及
促
進
懇

談
会
（
リ
ア
ル
＆
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
）。
議
題
・
国
に
お
け

る
官
公
需
施
策
に
つ
い

て
。（
関
東
経
済
産
業
局

産
業
部
適
正
取
引
推
進

課
）。
千
葉
県
の
官
公
需

施
策
及
び
第
５
次
ち
ば
中

小
企
業
元
気
戦
略
の
概
要

に
つ
い
て
（
千
葉
県
商
工

労
働
部
経
済
政
策
課
政
策

室
）。
理
事
長
が
出
席
。

　

25
日　

総
務
委
員
会
、

業
者
式
典
打
合
せ
。
理
事

長
、
西
澤
総
務
委
員
長
、

事
務
局
が
出
席
。

　

26
日　

特
定
技
能
外
国

人
制
度
概
要
説
明
会
（
東

京
組
合
会
議
室
及
び
オ
ン

ラ
イ
ン
）。
事
務
局
が
出

席
。
講
師
・（
一
社
）
建

設
技
能
人
材
機
構
事
業
部

稲
葉
靖
恵
氏
。「
特
定
技

能
外
国
人
制
度
に
関
し
て

の
概
要
説
明
会
」。

　

31
日　

マ
ン
シ
ョ
ン
千

葉
管
理
組
合
通
常
総
会
。

藤
間
理
事
長
が
出
席
。

東

京

　

８
日　

広
報
委
員
会
・

環
境
研
究
会
合
同
会
議
開

催
。委
員
長
と
副
委
員
長
、

委
員
６
名
、
事
務
局
３
名

が
出
席
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
監
事
２
名
、
㈲
イ

ン
テ
リ
ア
情
報
企
画
か
ら

社
長
１
名
が
参
加
。

　

13
日　

３
月
定
例
正
・

副
理
事
長
会
開
催
。
理
事

長
、
副
理
事
長
４
名
、
事

務
局
２
名
が
出
席
。

　

同
日　

３
月
定
例
理
事

会
開
催
。
理
事
12
名
、
監

事
２
名
、
事
務
局
３
名
が

出
席
。

　

26
日　

特
定
技
能
外
国

人
制
度
概
要
説
明
会
。（
一

社
）
建
設
技
能
人
材
機
構

か
ら
山
本
専
務
理
事
と
稲

場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ー

ダ
ー
を
招
き
、
理
事
長
と

日
装
連
大
和
田
事
務
局

長
、事
務
局
３
名
が
出
席
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
会
各
単
組

の
理
事
長
１
名
、
副
理
事

長
１
名
、専
務
理
事
１
名
、

事
務
局
５
名
が
リ
モ
ー
ト

出
席
。

三
多
摩

　

１
日　

東
京
都
能
開
検

定
実
施
説
明
会
。
検
定
員

１
名
、
他
１
名
が
出
席
。

　

６
日　

拡
大
総
務
委
員

会
開
催
。
委
員
３
名
、
他

３
名
合
計
６
名
が
出
席
。

　

19
日　

企
画
委
員
会
開

催
。
委
員
４
名
、
他
２
名

合
計
６
名
が
出
席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
10
名
が
出
席
。

神
奈
川

　

４
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

14
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

15
日　

令
和
６
年
度
前

期
技
能
検
定
等
個
別
相
談

会
・
申
請
書
の
配
布
。
渡

邊
専
務
理
事
が
出
席
。

　

同
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
臨
時
理
事
長
会

議
。福
本
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

事
務
局
だ
よ
り

第
48
号
発
信
。
内
容
・
登

録
基
幹
技
能
者
案
内
、
石

綿
特
別
教
育
講
習
他
。

　

19
日　

防
火
壁
装
講
習

会
・
新
規
。
新
規
加
入
者

１
名
が
受
講
。
講
師
・
渡

邊
専
務
理
事
。

　

22
日　

令
和
６
年
度
労

働
保
険
事
務
組
合
年
度
更

石

川

　

６
日　
（
一
社
）
日
本

壁
装
協
会
２
０
２
３
年
度

第
１
回
役
付
理
事
打
合
せ

会
。宮
本
理
事
相
談
役【
壁

装
協
会
副
理
事
長
】出
席
。

　

11
日　

三
役
会
開
催
。

三
役
３
名
（
宮
理
事
長
・

西
川
副
理
事
長
・
髙
野
専

務
理
事
）
が
出
席
。

　

13
日　

第
６
回
理
事
会

開
催
。
理
事
９
名
（
う
ち

リ
モ
ー
ト
１
名
）・
監
事

１
名
・
事
務
局
職
員
出
席
。

　

15
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
。
宮
本
理
事
相
談
役

【
日
装
連
副
理
事
長
】
が

出
席
。

　

21
日　
（
一
社
）
日
本

壁
装
協
会
２
０
２
３
年
度

第
６
回
理
事
会
。
宮
本
理

事
相
談
役
【
壁
装
協
会
副

理
事
長
】Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
出
席
。

　

22
日　

第
32
回
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
入
賞
報
告
会

（
石
川
県
）。
岩
田
昌
成
氏

（
石
川
県
内
装
仕
上
技
能

士
会
会
長
）、
岡
部
慎
也

氏
【
石
川
装
美
㈱
】、
岩

田
大
地
氏【I.I.INTERIOR

㈱
】
が
出
席
。

　

15
日　

令
和
６
年
度
技

能
検
定
受
検
案
内
を
全
組

合
員
に
送
付
。

　

18
日　

日
装
連
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
。
野
口
理
事
長

が
出
席
。

　

19
日　

令
和
６
年
度
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹
技

能
者
講
習
の
案
内
を
全
組

合
員
に
送
信
。

福

島

　

５
日　

防
火
壁
装
施
工

管
理
者
登
録
講
習
会
。
講

師
・
梅
原
博
専
務
理
事
。

新
規
２
名
が
受
講
。

　

18
日　

日
装
連
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
。
名
畑
昭
一

理
事
長
が
出
席
。

　

22
日　

第
32
回
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
入
賞
者
の
福
島

県
商
工
労
働
部
長
表
敬
訪

問
。
㈱
十
和
装
飾
藪
内
秀

和
氏
が
参
加
。

　

25
日　

福
島
県
建
設
専

門
工
事
業
団
体
連
合
会
第

23
回
通
常
総
会
に
名
畑
昭

一
理
事
長
が
出
席
。

　

26
日　

県
北
支
部
役
員

会
。
６
名
が
出
席
。

　

30
日　

会
報
「
県
室
協

ニ
ュ
ー
ス
」第
53
号
発
行
。

　

25
日　

第
32
回
技
能

グ
ラ
ン
プ
リ
入
賞
報
告

会
（
金
沢
市
）。
宮
理
事

長
、
岩
田
昌
成
氏
（
石
川

県
内
装
仕
上
技
能
士
会
会

長
）、
岡
部
慎
也
氏
【
石

川
装
美
㈱
】、
岩
田
大
地

氏
【I.I.INTERIOR

㈱

】

が
出
席
。福

井

　

５
日　

第
２
回
福
井
市

至
民
中
学
校
出
前
授
業
。

参
加
者
・
生
徒
２
ク
ラ
ス

合
計
66
名
。
指
導
者
４
名

浜
本
理
事
長
、元
山
理
事
、

大
井
康
三
氏
、上
坂
理
事
、

事
務
局
員
が
出
席
。

　

同
日　

青
中
理
事
会
セ

ミ
ナ
ー
懇
親
会
に
西
村
副

理
事
長
が
出
席
。

　

６
日　

福
井
商
工
会
議

所
主
催
、
建
設
業
の
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
な
ど

に
関
す
る
説
明
会
。
事
務

局
員
が
出
席
。

　

15
日　

福
井
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
に
事
務
局

員
が
出
席
。

　

21
日　

福
井
県
技
能
士

会
連
合
会
第
62
回
理
事

会
。
浜
本
理
事
長
出
席
。

　

25
日　

福
井
県
職
業
能

力
開
発
協
会
第
92
回
理
事

会
に
浜
本
理
事
長
が
出

席
。

　

27
日　

個
別
専
門
指
導

事
業
「
周
年
事
業
実
施
後

の
積
立
金
残
高
処
理
と
税

務
に
つ
い
て
」。
あ
か
つ

き
経
営
会
計
所
長
高
間
勝

徳
様
、
中
小
企
業
団
体
中

央
会
八
幡
様
、
事
務
局
員

が
出
席
。長

野

　

２
日　

中
央
会
主
催
支

部
長
会
議
、
政
治
連
盟
地

新
事
務
説
明
会
。
邑
田
事

務
局
主
任
が
出
席
。

　

26
日　

特
定
技
能
外
国

人
制
度
概
要
説
明
会
（
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
）。
福

本
理
事
長
、
渡
邊
専
務
理

事
が
出
席
。

　

29
日　

期
末
棚
卸
作

業
。

山

梨

　

７
日　

山
梨
県
技
能
士

会
連
合
会
第
２
回
正
副
会

長
会
議
に
桜
井
理
事
長
が

出
席
。

　

15
日　

日
装
連
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
会
令
和
６
年
３
月

度
理
事
長
会
に
桜
井
理
事

長
が
出
席
。

　

18
日　

令
和
６
年
度
労

働
保
険
事
務
組
合
年
度
更

新
説
明
会
に
事
務
局
が
出

席
。

　

26
日　

山
梨
県
技
能
士

会
連
合
会
令
和
５
年
度
第

２
回
理
事
会
に
桜
井
理
事

長
が
出
席
。
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鳥

取

　

８
日　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

理
事
長
会
議
に
杉
内
理
事

長
が
出
席
。

　

13
日　

鳥
取
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
第
１
回
臨

時
総
会
に
上
森
副
理
事
長

が
出
席
。

　

19
日　

日
装
連
内
装
士

研
修
会
開
催
。「
省
エ
ネ

を
考
え
る
住
ま
い
づ
く

り
」。
27
名
が
参
加
。

　

同
日　

技
能
向
上
勉
強

会
開
催
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
系
床
仕
上
げ
１
級
・
２

級
の
傾
向
と
対
策
」。
15

名
が
参
加
。

し
ま
ね

　

５
日　

組
合
三
役
会
開

催
。

　

８
日　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

理
事
長
会
議
に
三
島
理
事

長
が
出
席
。

　

15
日　

日
装
連
内
装
士

研
修
。

　

26
日　

理
事
会
開
催
。

理
事
11
名
、
監
事
２
名
、

事
務
局
計
14
名
が
出
席
。

岡

山

　

５
日　

三
役
会
を
事
務

局
に
て
開
催
し
、
50
周
年

記
念
誌
発
行
と
記
念
品
と

し
て
ス
ケ
ー
ル
の
送
付
に

つ
い
て
最
終
確
認
。

　

８
日　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

理
事
長
会
議
が
開
催
さ
れ

高
田
理
事
長
が
出
席
。

　

11
日　

職
業
能
力
開
発

協
会
第
93
回
理
事
会
に
高

田
理
事
長
が
出
席
。

　

12
日
「
中
央
会
第
３
回

役
員
会
に
、
高
田
理
事
長

が
出
席
。広

島

　

６
日　

広
島
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
会
に

竹
内
理
事
長
が
出
席
。

　

８
日　

日
装
連
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
理
事
長
会
議
に
竹

内
理
事
長
、
事
務
局
長
が

出
席
。

　

15
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
に
竹
内
理
事
長
が
出

席
。

　

25
日　

日
装
連
青
年

部
・
次
世
代
委
員
会
開
催

（
リ
モ
ー
ト
）。
青
山
理
事

が
出
席
。

　

27
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
資

格
厚
労
省
認
定
式
。
竹
内

理
事
長
が
出
席
。

　
〈
青
年
部
会
〉

　

18
日　

青
年
部
会
正
副

部
会
長
会
議
開
催
。
池
田

部
会
長
他
２
名
が
出
席
。

山

口

　

８
日　

日
装
連
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
理
事
長
会
議
に
横

田
理
事
長
出
席
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

沖

縄

　
　

１
日　

令
和
６
年
第
三

回
防
火
壁
装
講
習
会
を
開

催
。
講
師
・
沖
縄
県
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
事
務
局
長

宮
里
亮
徹
氏
。受
講
者
23
名
。

　

13
日　

令
和
６
年
第
四
回

防
火
壁
装
講
習
会
を
開
催
。

講
師
・
沖
縄
県
室
内
装
飾
事

業
協
同
組
合
事
務
局
長
宮
里

亮
徹
氏
。
受
講
者
23
名
。

　

27
日　

第
１
７
９
回
定
例

理
事
会
を
開
催
。
理
事
８
名

が
出
席
。

徳

島

　

記
載
事
項
な
し

香

川

　

４
日　

中
央
会
青
年
部

正
副
会
長
会
に
高
橋
次
世

代
理
事
が
出
席
。

　

６
日　

第
３
回
広
報
・

編
集
合
同
委
員
会
開
催
。

三
井
実
行
委
員
長
他
８
名

が
出
席
。

　

18
日　

第
４
回
式
典
・

懇
親
部
合
同
委
員
会
開

催
。
三
井
実
行
委
員
長
他

11
名
が
出
席
。

　

21
日　

第
３
６
４
回
理

事
会
・
実
行
委
員
会
。
藤

井
理
事
長
他
７
名
出
席
。

愛

媛

　

13
日　

総
務
組
織
委
員

会
、
理
事
会
を
開
催
。
須

川
理
事
長
他
14
名
が
出

席
。

　

15
日　

愛
媛
県
職
業
能

力
開
発
協
会
第
49
回
理
事

会
オ
ン
ラ
イ
ン
（
ｗ
ｅ

ｂ
）。
須
川
理
事
長
が
出

席
。

　

23
日　
（
公
社
）
愛
媛

県
建
築
士
会
会
長
尾
藤
淳

一
氏
黄
綬
褒
章
受
章
記
念

祝
賀
会
。
須
川
理
事
長
が

参
加
。

高

知

　

５
日　

定
例
理
事
会
を

開
催
。
久
保
理
事
長
他
９

名
が
出
席
。

　

27
日　

高
知
県
能
力
開

発
協
会
理
事
会
に
久
保
理

事
長
が
出
席
。

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

滋

賀

　

１
日　

50
周
年
記
念
誌

打
合
せ
。
葛
畑
理
事
が
出

席
。

　

11
日　

令
和
６
年
度
前

期
技
能
検
定
の
案
内
を
全

会
員
と
非
会
員
に
送
付
。

　

22
日　

令
和
６
年
度
登

録
内
装
仕
上
工
事
基
幹
技

能
者
講
習
の
案
内
を
組
合

員
に
送
付
。

　

25
日　

会
計
決
算
に
つ

い
て
。
眞
神
税
理
士
、
中

山
理
事
長
、
青
木
副
理
事

長
が
出
席
。

京

都

　

12
日　

京
都
府
建
設
業

職
別
連
合
国
民
健
康
保
険

組
合
第
１
０
８
回
組
合

会
。白
石
理
事
長
が
出
席
。

　

14
日　

理
事
会
開
催
。

理
事
が
出
席
。

大

阪

　

４
日　

技
能
検
定
令
和

６
年
度
事
務
説
明
会
に
大

家
事
務
局
長
が
出
席
。

　

５
日　

青
年
部
会
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人HomeDoor

訪

問
。
石
川
青
年
部
会
長
、

村
田
・
磯
﨑
副
部
会
長
が

参
加
。
部
会
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
“
路
上
生

活
者
”
の
社
会
復
帰
を
支

援
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

て
。
改
良
版
の
会
計
ソ
フ

ト
を
導
入
し
、
テ
ス
ト
稼

働
を
実
施
。
４
月
は
現
シ

ス
テ
ム
と
平
行
稼
働
を
行

い
評
価
す
る
。
＊
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
変
更
及
び
、
市
販

会
計
ソ
フ
ト
を
４
月
か
ら

導
入
稼
働
予
定
。
フ
ァ
イ

ン
ネ
ッ
ト
組
合
、
事
務
局

縣
氏
が
出
席
。

愛

知

　

11
日　

日
装
連
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
会
。
鈴
木
理
事
長

以
下
５
名
が
出
席
。

　

14
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
に
鈴
木
理
事

長
が
出
席
。

　

15
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
に
鈴
木
理
事
長
が
出

席
。

　

25
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
正
副
会
長

会
に
鈴
木
理
事
長
が
出

席
。

　

同
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
理
事
会
に

鈴
木
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

愛
知
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
役
員
懇
親

会
に
鈴
木
理
事
長
が
出

席
。

　

28
日　

愛
装
協
総
務
委

員
会
。

三

河

　

５
日　

理
事
会
開
催
。

　

11
日　

日
装
連
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
会
。高
柳
理
事
長
、

白
井
理
事
、
事
務
局
が
参

HoomDoor

を
訪
問
。
施

設
の
見
学
と
広
報
担
当
者

と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
実
施
。

　

21
日　

中
央
職
業
能
力

開
発
協
会
会
議
。
令
和
６

年
度
の
検
定
実
施
会
議
へ

大
石
理
事
長
（
日
装
連
教

育
資
格
委
員
長
）
出
席
。

　

27
日　

日
装
連
Ｉ
Ｄ
厚

労
省
社
内
検
定
認
定
授
与

式
。
大
石
理
事
長
（
日
装

連
教
育
資
格
委
員
長
）
が

出
席
。

兵

庫

　

21
日　

組
合
機
関
紙
イ

ン
テ
リ
ア
ひ
ょ
う
ご
３
月

号
。
本
月
号
よ
り
紙
面
充

実
の
為「
北
か
ら
南
か
ら
」

と
題
し
組
合
員
紹
介
記
事

追
加
。
発
刊
各
月
２
社
紹

介
予
定
。奈

良

　

６
日　

理
事
会
開
催
。

乾
理
事
長
、
城
野
副
理
事

長
、
松
下
専
務
理
事
、
水

田
理
事
、
山
口
理
事
、
池

田
理
事
、
播
理
事
、
古
川

事
務
局
が
出
席
。

　

22
日　

三
役
会
議
開

催
。
乾
理
事
長
、
城
野
副

理
事
長
、松
下
専
務
理
事
、

古
川
事
務
局
が
出
席
。

和
歌
山

　

14
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
新
聞
編
集
会

議
に
浦
口
副
理
事
長
が
出

席
。

　

同
日　

和
歌
山
県
職
業

能
力
開
発
協
会
令
和
５
年

度
第
２
回
理
事
会
に
東
端

理
事
長
が
出
席
。

　

22
日　

50
周
年
記
念
事

業
記
念
誌
制
作
打
ち
合
わ

せ
。
東
端
理
事
長
、
谷
本

専
務
理
事
、
早
水
理
事
が

出
席
。

　

29
日　

役
員
会
議
開

催
。
東
端
理
事
長
、
浦
口

副
理
事
長
、
松
坂
副
理
事

長
、
谷
本
専
務
理
事
、
安

中
理
事
、事
務
局
が
出
席
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福

岡

　

１
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
へ
月
次
情

報
連
絡
票
（
２
月
分
）
を

提
出
。

　

６
日　

登
録
内
装
仕
上

工
事
基
幹
技
能
者
の
今
年

度
更
新
者
16
名
に
対
し
て

更
新
の
有
無
確
認
し
日
装

連
へ
連
絡
。

　

７
日　

令
和
６
年
度
技

能
検
定
申
込
書
の
要
望
数

を
組
合
員
宛
て
に
発
信
。

今
年
度
の
受
検
申
込
書
の

締
め
は
、
能
力
開
発
協
会

に
４
月
３
日
～
４
月
16
日

ま
で
着
（
組
合
に
は
４
月

12
日
ま
で
に
着
）。

　

同
日　

連
携
事
業
継
続

力
強
化
計
画
に
係
る
認
定

申
請
を
、
九
州
経
済
産
業

局
へ
提
出
し
て
い
た
が
、

正
式
に
認
定
通
知
書
を
受

領
。

　

８
日　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
部
連
絡
協
議
会
宮
崎

開
催
（
４
月
19
日
開
催
）

の
各
県
出
席
者
確
認
、
九

州
７
県
か
ら
14
名
が
出
席

予
定
。

　

11
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
情
報
連
絡

員
・
景
況
調
査
員
合
同
会

議
～
講
習
会
。
平
田
専
務

理
事
が
出
席
。

　

12
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
第
５
回
理

事
会
。
村
上
理
事
長
の
代

理
で
平
田
専
務
理
事
が
出

席
。

　

同
日　

博
多
法
人
会

「
決
算
業
務
説
明
会
」
に

福
装
協
か
ら
入
口
職
員
が

出
席
。

　

14
日　

福
岡
組
合
三
役

会
、
令
和
５
年
度
第
４
回

理
事
会
を
開
催
。
村
上
理

事
長
以
下
理
事
15
名
が
出

席
。

　

15
日　

日
装
連
常
任
理

事
会
開
催
。
福
岡
組
合
か

ら
は
関
山
常
任
理
事
が
出

席
。

　

19
日　

福
装
協
福
岡
支

部
総
会
案
内（
４
月
12
日
）

＆
北
九
州
支
部
総
会
案
内

（
４
月
10
日
）
を
発
信
。

　

21
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の
従
業
員

福
祉
協
議
会
宛
て
に
令
和

６
年
度
補
助
金
申
請
予
定

を
作
成
し
提
出
。

　

25
日　

日
装
連
青
年
部

次
世
代
委
員
会
。
福
岡
組

合
か
ら
は
𠮷
本
委
員
長
が

リ
モ
ー
ト
出
席
。

　

26
日　
（
一
社
）
福
岡

県
技
能
士
連
合
会
令
和
５

年
度
第
３
回
理
事
会
。
村

上
理
事
長
が
出
席
。

　

同
日　

福
岡
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
事
業
継
続

力
強
化
セ
ミ
ナ
ー
に
平
田

専
務
理
事
が
出
席
。

佐

賀

　

８
日　

50
周
年
記
念
委

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

岐

阜

　

11
日　

日
装
連
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
会
に
虫
賀
理
事

長
、
木
田
理
事
、
事
務
局

が
出
席
。

　

15
日　

令
和
６
年
度
随

時
試
験
。
令
和
６
年
度
随

時
試
験
技
能
検
定
５
作
業

の
技
能
検
定
委
員
６
名
の

推
薦
書
を
岐
阜
県
職
業
能

力
開
発
協
会
へ
提
出
。

静

岡

　

４
日　

組
合
の
市
販
会

計
ソ
フ
ト
導
入
に
つ
い
て

会
計
士
と
内
容
等
の
打
合

せ
。
西
野
総
合
会
計
、
事

務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

７
日　

特
別
総
務
委
員

会
開
催
。
鷹
尾
理
事
長
、

副
理
事
長
３
名
、
事
務
局

縣
氏
が
出
席
。

　

11
日　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

会
に
鷹
尾
理
事
長
、
遠
藤

副
理
事
長
、
事
務
局
縣
氏

が
出
席
。

　

14
日　

日
装
連
情
報
・

流
通
委
員
会
に
鷹
尾
理
事

長
が
出
席
。

　

15
日　

組
合
の
市
販
会

計
ソ
フ
ト
導
入
に
つ
い

て
。
ソ
フ
ト
導
入
し
各
登

録
と
テ
ス
ト
使
用
を
実

施
。
３
月
26
日
に
改
良
型

に
入
替
を
予
定
。中
央
会
、

フ
ァ
イ
ン
ネ
ッ
ト
組
合
、

事
務
局
縣
氏
が
出
席
。

　

26
日　

組
合
の
市
販
会

計
ソ
フ
ト
導
入
に
つ
い

区
代
表
者
会
議
お
よ
び
研

修
会
。大
原
理
事
長
出
席
。

　

９
日　

北
信
支
部
が
令

和
５
年
度
臨
時
総
会
を
開

催
。

　

15
日　

令
和
６
年
度
前

期
技
能
検
定
に
関
す
る
案

内
文
書
を
組
合
員
に
発

信
。

　

28
日　

中
央
会
松
本
支

部
支
部
役
員
会
に
大
原
理

事
長
が
出
席
。

加
。

　

19
日　

臨
時
総
会
を
開

催
。

三

重

　

11
日　

中
部
ブ
ロ
ッ
ク

会
に
中
村
理
事
長
、
恩
田

副
理
事
長
、
小
堀
副
理
事

長
、
事
務
局
が
出
席
。

　

12
日　

三
役
会
開
催
。

中
村
理
事
長
、
恩
田
副
理

事
長
、
小
堀
副
理
事
長
、

事
務
局
が
出
席
。

　

同
日　

第
３
５
５
回
理

事
会
開
催
。
理
事
７
名
、

監
事
１
名
、
事
務
局
１
名

計
９
名
が
出
席
。

員
会
開
催
。

　

22
日　

佐
賀
県
職
能
協

会
理
事
会
に
組
合
よ
り
出

席
。

　

25
日　

建
設
新
聞
社
・

事
務
局
打
合
せ
。

　

28
日　

理
事
長
・
事
務

局
打
合
せ
。

長

崎

　

15
日　

第
２
回
50
周
年

記
念
誌
委
員
会
を
開
催
。

　

28
日　

令
和
５
年
度
長

崎
県
職
業
能
力
開
発
協
会

第
２
回
理
事
会
に
小
室
理

事
長
が
出
席
。

熊

本

　

13
日　

理
事
会
開
催
。

理
事
11
名
が
出
席
。

　

14
日　

熊
本
県
技
能
士

会
連
合
会
理
事
会
に
中
野

理
事
長
が
出
席
。

　

15
日　

熊
本
県
技
能
振

興
セ
ン
タ
ー
竣
工
式
に
中

野
理
事
長
が
出
席
。

　

18
日　

技
能
五
輪
熊
本

県
知
事
報
告
。
中
野
理
事

長
が
出
席
。

　

21
日　

熊
本
市
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
理
事
会
に
中

野
理
事
長
が
出
席
。

大

分

　

１
日　

令
和
６
年
度
前

期
技
能
検
定
打
合
せ
会
議

に
事
務
局
員
が
出
席
。

　

４
日　

組
合
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
更
新
。

　

14
日　

第
５
回
理
事
役

員
会
開
催
。
理
事
６
名
、

監
事
１
名
、
相
談
役
、
事

務
局
員
が
出
席
。

　

26
日　

成
良
理
事
長
・

事
務
局
で
業
務
打
ち
合
わ

せ
。

宮

崎

　

５
日　

令
和
６
年
度
前

期
技
能
検
定
受
験
案
内
を

告
知
。

　

８
日　

会
計
帳
簿
・
書

類
等
点
検
確
認
。
松
本
理

事
長
が
出
席
。

　

13
日　

三
役
会
議
開

催
。
松
本
理
事
長
他
４
名

が
出
席
。

　

同
日　

通
帳
残
高
及
び

帳
簿
残
高
の
照
合
確
認

（
２
月
分
）。会
計
責
任
者
・

中
村
副
理
事
長
。

　

19
日　

２
０
２
４
年
度

【
新
規
】
登
録
内
装
仕
上

工
事
基
幹
技
能
者
講
習
の

案
内
を
告
知
。

　

21
日　

中
央
会
第
１
回

正
副
会
長
会
議
。
秦
副
理

事
長
が
出
席
。

鹿
児
島

　

21
日　

三
役
会
を
開

催
。
理
事
長
他
三
役
が
出

席
。

　

同
日　

理
事
会
を
開

催
。
理
事
長
他
理
事
が
出

席
。

　

11
日　

中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
山
口
県
内
で
官
公

需
適
格
組
合
と
し
て
実
績

を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
協
同

組
合
下
関
造
園
ク
ラ
ブ
の

藤
本
篤
靖
専
務
理
事
と
懇

談
。
官
公
需
適
格
組
合
と

い
う
資
格
を
活
か
す
た
め

の
取
組
や
考
え
方
な
ど
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
。
横
田
理
事
長
、
事
務

局
が
出
席
。
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「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
と

い
っ
て
も
、
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
に
関
し
て
は
、
日
本

壁
装
協
会
が
従
来
か
ら
提

供
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
て
い
る
だ
け
で

す
。
費
用
も
か
か
り
ま
せ

ん
し
、
簡
単
に
ス
タ
ー
ト

で
き
ま
す
よ
」
と
語
る
の

は
関
好
文
理
事
長
だ
。

　

日
本
壁
装
協
会
で
は
、

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
の
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
を
、
十
年

以
上
前
か
ら
構
築
済
み
で

ラ
ベ
ル
発
行
団
体
な
ら
ど

こ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、

申
請
の
た
め
の
入
力
画
面

が
、
従
来
か
ら
使
用
し
て

い
る
紙
ベ
ー
ス
の
申
請
書

と
ま
っ
た
く
同
じ
表
示
形

式
に
な
っ
て
い
る
点
だ
。

使
い
慣
れ
た
書
式
が
そ
の

　
「
一
方
の
防
炎
ラ
ベ
ル

に
関
し
て
は
公
式
な
申
請

シ
ス
テ
ム
が
な
い
た
め
、

独
自
の
仕
組
み
で
対
応
し

ま
し
た
。
昨
年
の
ス
タ
ー

ト
後
、
よ
り
利
便
性
を
高

め
る
た
め
グ
ー
グ
ル
フ
ォ

ー
ム
を
活
用
し
た
仕
組
み

に
変
更
し
４
月
か
ら
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

　
「
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
」

と
は
グ
ー
グ
ル
社
が
提
供

す
る
無
料
の
ア
ン
ケ
ー
ト

作
成
・
管
理
ソ
フ
ト
（
デ

ー
タ
容
量
15
ギ
ガ
以
上
は

有
料
と
な
る
）。
そ
れ
を

関
理
事
長
自
身
が
防
炎
ラ

ベ
ル
申
請
用
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
そ
う
だ
。

　

申
請
方
法
は
、
ま
ず
登

録
者
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド

で
ロ
グ
イ
ン
す
る
と
、
申

請
者
名
、
連
絡
先
、
ラ
ベ

ル
の
受
渡
方
法
（
組
合
事

務
所
で
の
受
け
取
り
、
普

通
郵
便
、
速
達
、
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
な
ど
状
況
に
応
じ

て
選
べ
る
）
を
入
力
し
て

次
ペ
ー
ジ
に
進
み
、
防
炎

物
品
の
種
類（
カ
ー
テ
ン
、

じ
ゅ
う
た
ん
他
）、
材
料

の
試
験
番
号
、
ラ
ベ
ル
の

　

三
多
摩
組
合
で
は
、
昨

年
４
月
か
ら
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
、
今
年
３
月
か
ら
防

炎
ラ
ベ
ル
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

そ
の
紹
介
の
前
に
、
ま

さ
に
究
極
の
「
今
さ
ら
聞

け
な
い
」
話
で
あ
る
が
、

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
と
防
炎

ラ
ベ
ル
の
違
い
を
改
め
て

解
説
し
た
い
。

　

同
じ
「
ラ
ベ
ル
」
の
た

め
混
同
し
て
い
る
組
合
員

も
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
の
２
つ
は
ま
っ
た

く
の
別
物
で
あ
る
。

　

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
は
、

建
築
基
準
法
（
国
土
交
通

省
管
轄
）
の
も
と
、
内
装

制
限
の
あ
る
建
築
物
に
対

し
て
、
防
火
仕
上
げ
を
行

っ
た
壁
や
天
井
の
防
火
性

能
を
表
示
す
る
た
め
に
貼

る
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

一
方
の
防
炎
ラ
ベ
ル

は
、
消
防
法
（
消
防
庁
管

轄
）
の
も
と
防
炎
が
必
要

な
建
物
に
対
し
て
防
炎
性

能
の
あ
る
物
品
に
貼
り
付

け
ら
れ
る
も
の
だ
。

　

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
は
主

に
「
壁
紙
」、
防
炎
ラ
ベ

ル
は
主
に
「
カ
ー
テ
ン
」

「
カ
ー
ペ
ッ
ト
」
に
付
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
防
炎
ラ
ベ
ル
は
貼

付
け
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
防
火

壁
装
ラ
ベ
ル
は
自
主
規
制

（
防
火
仕
上
が
義
務
で
ラ

ベ
ル
表
示
は
義
務
で
は
な

い
）
で
あ
る
点
も
大
き
な

違
い
と
い
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
２
つ
の
ラ

ベ
ル
は
法
律
、所
轄
官
庁
、

対
象
商
品
の
異
な
る
ま
っ

た
く
の
別
物
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
ラ
ベ
ル
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
と
い
っ
て
も
、

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
と
防
炎

ラ
ベ
ル
で
は
、
異
な
る
シ

ス
テ
ム
を
用
い
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
点
を
ま
ず
は

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

三
多
摩
組
合
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入
す

る
に
あ
た
っ
て
防
火
壁
装

ラ
ベ
ル
と
防
炎
ラ
ベ
ル
の

２
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用

し
て
い
る
わ
け
だ
。

ま
ま
電
子
化
さ
れ
て
い
る

た
め
、
違
和
感
な
く
使
え

る
こ
と
が
で
き
る（
現
在
、

ス
マ
ホ
版
を
開
発
中
で
、

こ
ち
ら
は
表
示
方
法
が
変

わ
る
と
考
え
ら
れ
る
）。

　

も
う
一
つ
の
大
き
な
特

徴
が
、
日
本
壁
装
協
会
が

運
用
す
る
「
防
火
壁
装
材

検
索
シ
ス
テ
ム
」
と
連
動

し
て
い
る
点
だ
。
こ
れ
ま

で
大
き
な
手
間
と
な
っ
て

い
た
壁
紙
の
認
定
番
号
検

索
が
、
申
請
の
過
程
で
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
だ
。

　

申
請
し
た
情
報
は
オ
ン

ラ
イ
ン
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
保
存
さ
れ
る
た
め
、
申

請
書
の
控
え
を
と
っ
て
お

く
必
要
も
な
く
な
る
。
も

ち
ろ
ん
過
去
の
デ
ー
タ
を

取
り
出
す
の
も
容
易
だ
。

組
合
に
と
っ
て
は
、
例
え

ば
月
次
の
発
行
枚
数
の
推

移
と
い
っ
た
デ
ー
タ
分
析

も
ボ
タ
ン
一
つ
で
で
き
る

た
め
、
組
合
運
営
の
効
率

化
に
も
寄
与
す
る
。

　
「
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ

て
は
日
本
壁
装
協
会
に
お

願
い
し
て
組
合
員
向
け
の

講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

あ
と
は
組
合
員
全
員
に
専

用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

種
類
（
イ
・
ロ
・
ハ
等
）、

必
要
枚
数
な
ど
を
入
力
し

送
信
す
る
と
い
う
も
の
。

必
要
項
目
を
順
に
た
ど
る

だ
け
の
簡
単
な
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
入
力
デ
ー

タ
は
組
合
事
務
局
と
申
請

者
に
メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ

る
他
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に

も
保
存
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
も
防
炎
ラ
ベ
ル
も
、

発
行
後
10
年
間
は
申
請
書

の
控
え
を
保
存
し
て
お
か

な
く
て
な
ら
な
い
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
で
は
デ
ー

タ
で
保
存
さ
れ
る
た
め
、

紙
ベ
ー
ス
で
の
保
管
の
必

要
性
も
な
く
な
る
。

　
「
こ
れ
か
ら
の
組
合
運

営
は
Ｄ
Ｘ
化
が
不
可
欠
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
ラ
ベ

ル
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

は
、
ま
さ
に
そ
の
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
と
従
来

型
の
申
請
で
ラ
ベ
ル
価
格

を
変
動
さ
せ
る
な
ど
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
普
及
に
努

め
ま
す
」
と
の
こ
と
だ
。

　

な
お
三
多
摩
組
合
が
作

成
し
た
防
炎
ラ
ベ
ル
の
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
、
依
頼
が
あ

れ
ば
提
供
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

前
号
「
今
さ
ら
聞
け
な

い
防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
の

話
」
で
は
、
防
火
壁
装
ラ

ベ
ル
の
申
請
書
の
書
き
方

に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
紙

ベ
ー
ス
（
３
枚
綴
り
）
の

「
防
火
壁
装
施
工
管
理
ラ

ベ
ル
交
付
申
請
書
」
へ
の

記
入
方
法
を
中
心
に
紹
介

し
た
わ
け
だ
が
、
す
で
に

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入

し
て
い
る
組
合
も
あ
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
あ

れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
の
申
請
が
可
能

に
な
り
利
便
性
が
飛
躍
的

に
向
上
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
紙
ベ
ー
ス
で
の
書

類
管
理
も
な
く
な
る
。
ま

た
組
合
側
に
と
っ
て
も
、

事
務
作
業
や
書
類
管
理
の

手
間
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
今
号
で
は
、「
今

さ
ら
聞
け
な
い
防
火
壁
装

ラ
ベ
ル
の
話
」
と
「
最
前

線
探
訪
」
の
合
同
特
集
と

し
て
、
す
で
に
ラ
ベ
ル
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入

し
て
い
る
三
多
摩
室
内
装

飾
事
業
協
同
組
合
の
事
例

を
紹
介
す
る
。

を
提
供
す
れ
ば
運
用
開
始

と
な
り
ま
す
」

　

ち
な
み
に
電
子
申
請
が

難
し
い
組
合
員
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
紙
ベ

ー
ス
で
記
入
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
事
務
局
で
入

力
代
行
を
す
る
こ
と
で
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
を
し
て

い
る
そ
う
だ
。
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防
火
壁
装
ラ
ベ
ル
と
防
炎
ラ
ベ
ル

ま
っ
た
く
異
な
る
２
つ
の
ラ
ベ
ル

防
火
壁
装
ラ
ベ
ル

日
本
壁
装
協
会
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用

防
炎
ラ
ベ
ル
の
申
請
フ
ォ
ー
ム
は

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
で
独
自
開
発

ラベル申請新規作成画面
デデーータタをを全全てて入入力力しし「「確確認認」」ボボタタンンををククリリッッククすするる。。
入入力力項項目目ににエエララーーががああるる場場合合はは赤赤字字でで表表示示さされれまますす。。

防火壁装材料検索画面

必須項目を入力する。（商品番号、下地基材）

該当する認定番号をクリックする。

防火壁装材料と防炎物品の違い
材料の呼称 防火壁装材料 防炎物品

性能規格
不燃材料
準不燃材料
難燃材料

防炎性能（薄手布、厚手布、じゅ
うたん等、合板等ごとに殘炎、
残じん、炭化長・面積などの
数値が決められている）

対象建築物 特殊建築物等 防火対象物

対象物
壁（床面からの高さが 1.2m 以
下の部分を除く）、および天井
（天井のない場合においては屋
根）の室内に面する部分

じゅうたん等の敷物類、カー
テン、暗幕、布製ブラインド、
展示用合板、舞台において使
用する大道具用の合板、また
は工事用シート

法・令
建築基準法
建築基準法施行令
建築基準法施行規則

消防法
消防法施行令
消防法施行規則

所轄官庁 国土交通省 総務省消防庁
ラベル 防火壁装ラベル（自主規制） 防炎ラベル（法規制）

防火壁装ラベルのオンライン申請画面（PC）

防炎ラベルのオンライン申請画面
（スマホ）

今さら聞けない
防火壁装
ラベルの話⑥

最前線
探訪
●89

三多摩組合

組合運営のDX化

日本壁装協会の使用マニュアルより


